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Abstract 

The Hydrographic Department of Japan (Nippon) is planning to publish a 1: 1,000,000 

bathyrnetric chart series which covers the continental margin around Japan in five sheets. Of those 

sheets planned, two sheets （“HOKKAIDO" and “NORTH”EAST NIPPON”） have already been 

published. This bathymetric chart series is the first one to represent the details of the continental 

margin including trenches and back arc basins around Japan by 100 meter倫intervaldepth contours, 

and from this viewpoint, may have historical significance on the history of bathym巴tricchart pre幽

paration in Japan. 

Taking this opportunity, the authors tried to discuss the basic specifications of preparing 

this series, and to summarize the characterisitc submarine topography covered by the two sheets 

by way of regional description. 

Th巴 basicspecifications discussed are as follows: 

The overall public且tionplan, expression of data control, projection, graticule and gradua-

tion, depth contours and soundings, representation of land features, nomenclatur巴sand geograph-

ical names of sea bottom features and color expression are presented. 

Submarine topography of the sea area studied is divided into three pro＼恒cesby charac-

teristics and origin. 

1. Japan Sea side (Hokkaidδ，North”East Nippon) 
2. Sea of Okhotsk side (Hokkaidる）

3. Pacific Ocean side (Hokkaidδ，North-East Nippon) 
In the present paper, the characteristics of submarine topography (continental shelf, con・

tinental slope, continental borderland, deep sea basin, trench and others) based on the. results of 

morphometry and reference, were first described for each province, and then problems relating to 

the origin of the Japan Sea, deep continental shelf, old sea level, wave-like distribution of continerト

ta! shelf edge, origin of de巴pE巴aplains, etc., wer巴 additionallydiscussed. 

1. はじめに

わが国における海底地形図の作成は， 1925年に東京で開催された第3函汎太平洋学術会議の際に，水路部の

＊海図課 ChartDivision 
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小倉伸吉博士が1923年までに水路部に収集された多くの水深値に基づいて編さん作成し，提出した「日本近海

の深さの!Z!Jl>が初めてである．

その後， 1929年には， この図を基に 1928 年までの資料を加えて「日本近海水深図j•＞が刊行され， 1952 年に

は田中吉郎法による浮彫式の「日本近海深浅図j3lが刊行された． この図では日本周辺の大地形の概要が立体的

に表現されて，役界的にも好評を博したが， 1971年に水路部創立100周年を記念して改版され，表題も「百本

近海海底地形図（浮彫式）Jと変わった．これらの閣のほかには1966年から 1968年に，主として GEBCO資料

に基づいて4図から成る「日本近海海底地形図第I～第4j4）が作成刊行された．

これらの海底地形図はすべて，航海用の海図を作成するために収集した多くの水深値に基づいて編さん作成さ

れたものであった．

これに対し，初めから海底地形調査を呂的として作成された海底地形図は， 1954,1955年に日本国有鉄道の要

請により津軽海峡で実施した成果に基づく 2万分の1の海底地形図「白神岬東方J，「竜飛埼」が最初である．そ

の後， 1967年， 1975年にそれぞれ作成を開始した大陸棚及び沿岸の海の基本凶シリーズの海底地形図では初め

から海底地形図作成を目的として調査が行われている．

以上の諸図は日本における海底地形図を議論するうえで，それぞれの意味において大きな歴史的意義を持つも

ので，見落とすことのできない図である．

今回，作成が計回された100万分の1の海底地形図シヲーズは，主として20万分のl大陸棚の海の基本図の

測量成果を集大成することを罰的とし，基本図成果及び GEBCO資料等に基づいて，海溝域から高孤背後の海盆

域までの百本列島局辺の海底地形を詳細に表現することを意図している． これまでの同地域を拾いた図（300万

分の1シリーズ〉での等深線筒隠500mに比べ，今回はlOOmであり，このシFーズは海底地形図作成を罰的と

する成果を主として用い，日本列島周辺の大陸縁辺部が詳紹に表現された初めての図ということができる．そし

て，しばらくの閑，統一仕様による系統的成果に基づいて当海域全体の等深線が搭き改められる見込みはなく，

こういった意味で、も，このシリーズの意義は大きい．

「日本近海の深さの図Jや「日本近海深浅図」作成に際しては小倉（1925），田中（1952），田山（1952〕が図

の表現法や海底地形の概観について報告しているが，今回も図作成に捺して，このシリーズの作成仕様，及びす

でに刊行された「北海道J，「東北日本J図憾に包含される海底地形について概説することとし図上作業の成果

及び文献から，当海域の海底地形の地形誌的とりまとめを行うことにした．

2. 100万分の1海底地形図シリーズの作成仕様

海底地形図は，種々の目的に使用されることを意図して作成される海の一般図であり，各種の海の地図の主主図

として使用されることも多く，よく検討された一定の仕様に基づいて作成される必要がある．この点で従来のシ

リーズの場合，不十分な点もあり表現内容が不適切だった面も少なくない．

このシリーズでも－部適用した，大縮尺図を含む望ましい海底地形図作成の仕様と，このシリーズの表現法の

詳細は日本国際地図学会海洋図専門部会（1977）と Imayηshiet al., (1981)により報告されているので，ここ

では作成仕様の考え方と表現法の要旨のみを述べることにする．

1) 約850万分の1 〈基準緯度 0。〉

2) 825万分のl 〈基準緯度 35°）で1936年に改版

3) 800万分の1 〈基準緯度 35°)

4) 300万分のl （基準緯度 35°)
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Ci) 全体的刊行計図

海底地形図は海の一般図であり，行政区画あるいは地形区を考慮した，全体的刊行計画が必要である．当シリ

ーズは日本列島周辺の海溝を合む大陸縁辺部全体を，地形区を考慮して，できるだけ重複を少なくして， 5図で

包含するように計画された（Figure1). 

20・

Figure 1 Publication plan of 1 : 1, 000, 000 bathymetric chart series 

(ii) データコントロー）［，表現＊

海底地形測量は線の測量であり，誤ij線の荷は既存の水深や地球科学的データに基づき，等深線描画がなされて

いる．この場合でも現在の地球科学の知識に基づく解釈の図にすぎないわけで，どのような資料に基づき等深線

電ピ描いたかを示し，別の解釈もありうることを明示する必要がある．このシリーズでは図中に密浪ij区域（基本図

測量〉・浪ij線・測点を灰色で等深線と重ね合わせて図示し，欄外には資料索引E惑を用いて資料の種類・年代の区

別を明示した．

(iii）投影法

航海用の海図の場合や，位置記入の容易さなどメルカトル図法はすぐれた長所をもつが，この図法では高緯度

でのひずみが大きく，異なる緯度問の地形の比較等には適当ではない．それぞれの図法には種々の特徴がある

が，図の目的に最も適した図法を選ぶ必要がある．このシリーズでは異なる緯度開の商穣比較等ができることも

考慮し正角図法であり，かつ面積のひずみも小さい2標準緯線型のランベルト正角円錐図法を採用した．標準

緯線はシリーズ全体が逮続図になるよう考慮、し， 5図共通の30° と43° にした．

(iv) 経緯度格線および目盛

海底地形図が海の一般図として広く利用されるには，計画線やテータを容易に図上に記入できるような配慮が

必要である．ラ γベルト正角円錐図法の場合，経線は直線であるが，緯線は曲線であり，位置の記入等がしにく

本 等深線がどのような資料に基づき描歯されたかを示すため，資料の密度や配置を表現すること．
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い欠点がある．そこで経緯度格線はlo間隔とし，輪郭および図の中央の経緯線にも 1＇関需で目盛を施すことに

した．

(v) 等深線・水深値

海底地形図では，しばしば，浅くて平坦な所では等深線開腐は狭く，深くて急な所では広く描かれる．これは

傾斜について錯覚をひきおこさせる原因ともなる．等深線はあくまで等間隔で描くべきで，浅くて平坦な所は補

助等深線とすべきである．

また，この場合の間隔は，後日の綴さん等の見地から 10m, 100 m等の十等分法を採用すべきで， 25m, 50 

m, 75mなどの4等分法， 20m, 40 m, 60 m, 80 mなどの5等分法は，できるだけ避けるべきである．

水深億については，しばしば余り意味のない多数の水深値が記載された図がみられるが，海底地形図における

海底表現の基本は等深線であり，等深線指示水深，閉曲線で示される顕著な高まりや深み以外の水深は，図を繁

雑にするだけであり省略すべきである．

当シリーズでは上記の観点から等深線間隔は100mとし，浅くて平認な所では50mの補助等深線を用いた．

また水深値は，等深線指示水深のほかは海溝の最深所，海山の頂など必要最小限のものにとどめた．

(vi) 陸部の表現

航海周の海図の場合は，視点が海上にあり内陸部の地形や人文的要素は大幅に省略される．海底地形図では，

陵上地形との比較のうえでも内陸部の地形も表現されるべきであり， また， 一般図として集落・交通・公共施

設・行政管理区分・資源・危倹物などの人文的要素も，縮尺に応じて一定の基準に従い表現されるべきである．

当シリーズで、は，陸上の地形は， 100,200, 300, 500 m及び500m以上では500m間隔の等高線と，主要水

系・湖沼を全域にわたり，人文的要素は都道府県名・主要都市のみを表現することにした．

(vii) 海底地形用語と海底地形名称

海底の地形では，しばしば問ーの地形に対し異なった用語・名称が付与されている．これは種々の点で不都合

であり，積極的に標準化・統ーを進める必要がある．このような観点から当シリーズ記載の用語・名称は，海洋

地名打合せ会で、決定されたもののみとし，縮尺を考慮し，できるだけ詳しく記載するようにした．

(viii) 色表現

色の使用は立体感等の表現能力を高めるが，使用する色や段彩の区分の仕方に十分考慮する必要がある．この

シリーズでは輪郭・表題等には墨，陸上の等高線はセピア，等深線は藍，データコ γ トローノレ表現には灰色を用

い，陵部は3色6段彩（O～200m, 200～500 m, 500～1, 000 m, 1, 000～2, 000 m, 2, 000 m～3, 000 m, 3, 000 

m以上〉，海部は3色9段彩（O～200m, 200～1, 000 m, 1, 000 m 以深は 1,000 m 間橋〉により大陸棚や海

溝・大洋底の区別が容易で起伏感が出るよう色の濃淡に工夫を行うこととした．

3. 北海道・東北日本属辺の海底地形

「北海道」・「東北日本J図幅に包含される海域は Figure2, 3に示したが， これらの劉から， 太平洋側・日本

海側・オホーツク海側IJでは海底の様子が全く異なっていることが分かる．

太平洋側は地形単元が大きく，池形が比較的単調で，島弧に平行して， 7,000mの水深で弧状に連なる海溝，

陵側から海溝に向かつて緩やかに傾斜する大陸斜面，海滋海側に 5,000m の水深で広がる大洋底とそこに散在

する海山により特徴づけられる．

これに対して日本海側は，水深が浅く，大陸棚から深海底に向かう大陸斜面の部分に，地形単元も小さく不規

則な起伏を有する大i塗境界地の地形が島弧に雁行して走り，この境界地の沖合には水深3,500～3,600m で低平
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な深海盆が横たわっている．つまり日本海側は，対照的な大陸境界地と深海盆の地形により特徴づけられる．

千島列島・樺太・北海道にはさまれて位置するオホーツク海側の地形は，非常に単調で広い大陸棚と緩やかに

傾斜する大陸斜面，水深3,000m で低平な深海金により特徴づけられ，日本海側とも対照的である．

プレートテグトニグスによると，日本列島周辺はアジア大陸と太平洋のプレートの境界域に当たり，雨プレー

トの相互作用の観点から活動縁辺域とされ，島弧と縁海に特徴づけられたプレートの沈み込み帯が存在する．

つまり，太平洋側では，太平洋のプレートが千島ーカムチヤヅカ海溝，日本海溝において大陸のプレートの下

に沈み込み，それに伴って種々の地形が形成され，あるいは変化を受ける．日本海・オホーツク海はいずれも縁

海で，沈み込み帯背面の地殻内に｛何らかの原因で伸張力が生じた結果，拡大して形成された海で、ある．そして，

日本海とオホーツク海では，形成時あるいはその後の発達過程が異なるため，両者の荷に差異が生じたとされる．

以上のように，北海道・東北日本周辺の海底地形は，特徴や成閃から大きく 3つの地形区に分けることができ

る．以下，各地形区ごとに， 20万分の1の海の基本図， 100万分の1の海底地形図から作成した断面図・図上で

の地形計測の値・文献等から各地形要素を記載しその後で現在，問題となっている二，三の点についてふれる

ことにする．

4. 日本海側の海底地形

( 1) 海底地形の概観（Figure4) 

日本海の海底地形を概観すると，水深2,000～3,500m の広大な平坦部を示す深海盆と日本海を取り巻く島

50。
N 

48' 

42' 

'JO。

32' 
128・ 130。 1:i2' J:i,1。 I:iG' I:iS・ 140・ 142'E

Figure 4 Outline of bathymetry of the Japan Sea 
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弧，大陸沿岸の大陸棚から深海盆に至る大陸縁辺部さらに深海盆中の大きな高まりの3つに大別できる．

c i）深海盆
日本海北部を占める日本海盆はz水深3,000～3,600m の広大な深海盆でところどころに海山を有し，中でも

目立つのは北東部にあるボゴロフ海嶺（図幅外〉で比高2,300mを示す．海盆底は大陸側が浅く，北海道仮ljで深

く全体として大陸仮I］から島弧に向かつて緩やかに傾斜している． 南部には，この深海盆から延びる湾入部があ

り，南東部の大和海盆，南西部の対馬海盆（図幅外〉の2つが顕著であるが，いずれも水深は2,000～3,000m 

で日本海盆より浅い．

(ii) 大陸縁辺部

大陸側と島弧｛開lでは様相を異にする．大陸｛国jでは，ほぼ海岸線に平行して発達する大陸捌から急傾斜で深海部

に達する地形が大半を占めるが，朝鮮半島東側には水深 1,000～1,500 m の台地状の戟鮮海台が張り出している

（図緩外〉． 島弧狽I］では水深1,000m以浅の地形が複雑で、，爽型的な大陸境界地をなし，北海道狩の奥尻海嶺・

東北日本沖の佐渡海嶺・西南日本j>Jtの隠岐海嶺などの海底山Jll誌が発達する．

大陸棚の形態は，大陸狽I］では外縁水深 100～200m, 幅約30km内外で単調な大陸斜面に続いている（JI！上，

1970）.島弧側は富山舟状海盆を境にして異なり， その以東ではほとんどの地域が外縁水深 100～160mで大陸

斜面と明僚に区別されるが，能登半島以西では外縁が不明瞭な地形が水深500m付近までみられ，深い大陸械の

地域となる．

(iii) 深海盆の高まり

日本海のほぼ中央に位置し， 巨大な長円形の高まりをなす大和海嶺は，比高約2,700m級の大海底山脈で，

山陰沖から隠岐諸島をのせて北に延びる海底の高まりに続いている．

(2) 大陸縁辺部

日本海側の大陸縁辺部は，（ィ）能登半島以西，（ロ）富山湾沿岸，村富山湾以来から津軽半島まで，（斗北海道西方の

4つの地域に区分できる．

c i ) 大陸棚（Tables1, 2〕
付）能登半島以西から越前仰

能登半島以西では，大陸棚外縁が不明瞭な緩傾斜の地形が水深500m付近まで続き， 大陸初日外縁が異常に深

いことが茂木（1953）により指摘された． この海域の外縁水深は230～500m，板は30～70kmであるが，能登

半島北方及び若狭湾沖（越前岬北西方〉では， それぞれ230～270m, 350 m とやや浅い． この深い大陸棚は当

初，通常iの大陸棚が構造運動により沈んでいったと推定されたが， その後， この大陸棚上の水深140m前後に

段丘聞が見つかったことから，この段丘面が通常の大陸棚に相当し，深い大陸棚はそれ以前の段丘面が構造運動

により沈んでいったと考えられるようになった（佐藤， 1970a). 

深い大経棚の地質構造をみると，外縁水深270～460m の能登半島北西方では，傾斜した地層を切る明瞭な傾

斜不整合国があり，その上に土佐積物がのり，このま栓積層が深い大陸棚を形成している（田口ほか， 1973〕．

また，能登半島から隠岐諸島に至る大陸棚地域には厚い堆積層があり，堆積層中に古海水準を示すと思われる

不整合函が存在する（Katsuraand Kitahara, 1977). これは全体的な沈降を示すものであろうし，事実，山陰地

方では海岸付近における顕著な沈降運動が予想されていた（山陰第四紀研究グループ， 1969）.また， ここでの

深い大陵械を岩波~ (1973）は縁辺台地と呼んだが，後述する三陸沖南部の大陸棚と河様の理由から，深い大陸棚

として扱う方が妥当であろうと考えられる．しかし不整合面の形成年代，三陸沖南部の深い大陸棚との関係など

は分かっていない．
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（ロ） 富山湾沿岸

この海域は一般に大陸棚の発達は不良で，幅は狭く，外縁水深は100m前後と浅い．飯田湾， 七尾湾沖では

比較的隠が広く 7～20km，その他では2～5kmと日本海側沿岸中で最も狭い． 富山湾奥沿岸lこは，大陸棚外

縁から大陸斜面安深く刻む海底谷が多数見られ，その谷頭は現陸上河JI！の河口近くに迫っているものが多く，溺

れ谷だとされている（図山・佐野， 1952，星野・岩淵，.1966). 

この海域で外縁7j(深が浅いのは，黒部JI!などの急流河JI！による粗粒堆積物が真の外縁部を被覆じているためで

あり，煽の狭さは，この海域で、の湾失に向かつての向斜運動（奈須ほか， 1966）を反映しているのであろう e こ

の運動は魚津の埋没林（藤井・島倉， 1963〕の深さなどからみセ現在も続いているらしい．

付寓山湾以東から津軽半島

この海域の外縁水深は100～160mで平均140m 前後を示す．大陸棚の幅は越後平野，庄内平野， l津軽平野

の沖で約20～50kmと広く，最大は新潟から粟島に至lる沖合L、で40～50kmに達する．山地が迫る山麓海岸沖

ではほぼ5～15klli程度と狭くなる．王子坦面は不拐瞭ながら9段に識別されるという（岩淵， 1968a). 
この海域のうち， 新潟から秋田にかけては馬の背付近を徐き外縁水深は140m 前後にあるが， ここでは大陸

棚の摘の広い所では，常に外縁付近に基盤の高まりや摺曲構造がみられ， その関を堆積物が埋めていることか

ら，大陸棚の摘は大陸棚の内部構造により規定されていることが分かる（佐藤， 1970a）.またこの海域の特色

として，大陸槻舛縁から大陸斜面を経て深海盆に至る地域には，，起伏の激しい大陸境界地の地形が発達する．

ド） 北海道西方（Table2) 

大陸棚は穣丹仰を境にその南恨~では一般に発達が惑い．津軽海峡付近で 20km 程度の掘をもつほかは lOkm

以下で，茂津多明付近ではほとんど発達をみない 外縁水深は場所によりバラツキがあるがほぼ 150m 前後で

ある．

津軽海峡はわが国で初めて本格的な海底地形測量が実施された所で，小向（1956），佐々（1969〕など多数の

報告があり，多くの段丘面が詳しい海底地形図から識別され，わが国の後氷期海面変動の研究の端緒になった

く湊， 1966）.まお，この付近の大陸棚上には顕著な海釜が存在する．

積丹仰の北側は石狩湾から宗谷海峡にかけ広い大陸棚が発達している．その掘は石狩湾で約50km，利尻島付
ましげ

近で約70kmtこ達する． 外縁水深は150m前後である． 増毛Y中から利尻島にかけての大陸棚は外縁部に背斜構

造（利尻・暑寒別隆起帯〉をもっ堆積盆からなっており（佐藤ほか， 1973），このような構造が幅の広い大陸棚

Table 1 * Continental shelf (Japan Sea side, North-East Nippon) 

continentq.l shelf continental slope 

location width depth at shelf depth range 
(km) edge (m) (m) 

mean gradient 

W. of Kodomari Saki 22 ' 130 130～1,800 3.8。
（小治抑西方）

Off Tugaru Plain 20 . 150 150～1,800 3.9。
（津軽平野i中）

Off Henasi Saki 5 150 150～1,800 5.5。
（健作埼j中）

Tigoki Saki～Oga Hantδ 20 100～llO llO～1,200 4.2。

（チゴキ埼一男鹿半島）

Off Oga Hantδ 7 160 160～1,400 4.7' 
（男鹿半島i中）
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S. of Oga Hanto 32 160 
（男Jftl半島南方）

Honzyo～Konoura 11～18 140 130～400 3.0' 
（本荘～金浦）

Vicinity. of Kisakata 9 130 130～400 2.2' 
（象潟付近）

Hukura～Sakata 18～20 130～140 140～600 1.5。
（吹浦～沼田）

Sakata～Atumi 17～21 150～170 170～600 1.4。
（沼田～ill.i毎）

Atumi～Awa Sima 26 150 150～600 1.1・
(ill.i毎～莱烏）

Vicinity of Awa Sima 24 110 110～700 1.4。
（莱烏付近）

Awa Sima～Niigata 50 140～190 150～600 2.2' 
（架島～新潟）

Off Kakuda Yama 30 140 140～500 2.3' 
（角田山i中）

Off Yahiko 10 140～150 150～500 4.0。
（弥彦i中）

日onsyuside of Sado Kaikyδ 10 130～140 140～400 1.9。
（｛主渡海絞本刈側）

N. of Sado Sima 26 150～160 160～600 3.7。
（｛主渡島北方）

S. of Sado Sima 11 110～120 120～800 5.6。
（佐渡島南方）

Kasiwazald～Naoetu 15 120～130 130～1,000 4.5。
（柏崎一直江津）

N. of the mouth of Kurobe Kawa 2 60～90 90～900 6.6。
｛黒部JllJll日北方）

Inside of Toyama Wan 2～4 80～100 100～900 3.5。
（富山iぢ央官f,)

Vicinity of T匂nao 7 110～120 120～1,000' 10.0。
（七尾付近）

Vicinity of Noto Ogi 4 100 100～1,000 2.4。
（能登小木付近）

Iida Wan 18 120 120～600 1.5。
（飯田湾）

Off Suzu 9 110 110～1,500 3.5' 
（珠外li1l1)

submarine terrac巴 (deep) continental shelf 
location width depth at terrace width ~~~~1lro)t shelf (km) edge(m) (km) 

N. of Noto Hanto 40 130～160 40-60 230～270 
（能登半島北方）

NW. of Noto Hantδ 60 160 50～60 270～460 
（能登半お北西方）

W. of Noto Hantδ 15 160 50 460～500 
（古E登半島商方）

NW. of Kanazawa 25 130 70 500 
（金沢北西方）

Off Wals:asa Wan 3～30 120～140 30～70 350 
（若狭湾i中）

* partly after Sato et al. (1971) 
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Table 2* Continental shelf (Japan Sea side, Hokkaido) 

continental shelf continental slope 

location width depth at shelf depth range mean gradient (km) edge(m) (m) 

W. coast of Rebun To(Mototi) 4 140 
（礼文鳥西洋〔元j也〕） 2.4・

W. cdast of Risiri To (Kutugata) 14 140 
（利尻島西岸〔沓形〕）

Off Tesio Kawa 67 160 160～220 0.5・
（天塩Jiil中）

Off Tomamae 38 160 160～320 2.6・
（苫前i中）

？雄ff冬0岬h沖uy)uMisaki 8 140 140～650 0.8' 

NW. of th巴mouthof Isikari Kawa 55 165 165～770 1.3' 
（石狩Jll口北西方）

N. of Yoiti 23 150 150～750 4.1。
（余市北方）

?i真f丹S向~f中k)otan Misaki 10 150 150～770 3.4。

Off Iwanai 9 140 140～400 3.0・
（岩内i中）

Off Motta Misaki 2 140 140～3,200 12.3' 
0知事多抑沖）

Off Esasi 9 130 130～1,200 8.7' 
（江差i中）

'Off Matumae 9 140 140～1,300 9.4' 
（松吉iii中）

* partly after Sato et al, (1973) 

をもたらしたと思われるが，北部の海域では外縁部まで完全には埋め尽くされていない（茂木・佐藤， 1975).

海底段丘は各地でその存在が知られているが，詳しい調査の行われた石狩湾では水深20～30m, 35～50.m, 

55～65 m, 75～85 m の4面が認められる（佐藤・茂木， 1981). なお，奥尻島南方には大陸棚に対比される外

縁水深120～150mの島捌が発達する． さらに，大陸棚の沖合に広がる大陸境界地の諸堆のうち，武蔵堆・小樽

堆は大陸概に対比される王子頂面を有し，水深 180m前後に外縁に相当する傾斜変換点、がある．

(ii) 大陸境界地（Figures7, 8, 9, 10〕

大陸境界地の地形にも富山舟状海盆を境にして，その西倶I］と東側では大きな違いがある．

μ）能登半島以西から越前岬（Figure7, Figure Sa①～⑮〉

この海域は前述の深い大陸棚から急傾斜の大陸斜面をへて深海盆に達するが，能登半島北方では水深200～

1,000 mの緩やかな傾斜の台地を経た後，急傾斜で水深2,500mの大和海盆に達している．

若狭湾の北方には北東一南西の方向性を有する 3列の高まりがある．これらは大陵淑外縁部に当たる越前堆列

（水深10.9～107m），深い大陸棚の外縁に続く若狭海丘列（水深619～1,200 m），さらに隠岐苅・状海盆を挟んで

隠岐海嶺の北東部（水深373～1,500 m）であり，若狭湾口部には埋没した北東一南西方向の基盤の高まりもみら

れる（茂木， 1977）.これらの河一方向を示す高まりは，l 後述する「大和堆方向」を示しているようにも思われ

るが，地質構造的に能登半島・富山湾・若狭湾以西にどのようにつながるのか，またその意味合いはどうなのか

といった点については良く分かつていない．

隠岐海嶺と若狭海丘列に取り閉まれた隠岐舟状海盆の東半部は， 幅10～20km，水深1,700mの平坦な海盆
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底を有し，上縁との比高は1,300mを示す．海主主東縁部は水深1,500～l,600 mのシノレ（sill）で大和海盆と境さ

れている．

白山滋は，能登半島北方沖の深い大陸棚から延びる緩やかな台地につながる高まりで，北西ー南東の方向性を

有する長径43km，短径13kmのほぼ長方形をなす地塊である. 500 m等深線によって最浅水深239mの茜堆

と252mの東堆に分けられる．堆の形態は西，東堆の高まりが地塁：伏，その間の低地が地譲状を呈している．

岳山瀬を構成する諸堆は，富山舟状海盆を境にして向かい合う佐渡海嶺の諸堆と同時代の同様岩石から成るが，

互いに逆入の字：伏に履行して配列し之いる（茂木， 1977）.この点については（5）でもふれる．

この海域の大陸斜面には直線的な構造性の海底谷が2条見られる．東一西方向の西能登海底谷（仮称〉とほぼ

北京一南西方向を有する南大和海底谷（仮称〕で，それぞれ長さは 55km, 27 km，平均傾斜は 2.6°' 1. 5° を

示している．

わ）富山湾沿岸

大陸境界地の発達はないので省略する．

村富山湾以東から津軽半島

前述のとおり， ζの海域では大陸棚と深海盆の間の地域に，起伏の激しい典型的な大陸境界地が発達するが，

起伏の度合い，大陸境界地地形の表れる深度によって以干の2つ；の海域に区分しさらに前者を2つに細分し

た．

①柏崎沖～男鹿半島沖

①a 柏崎沖～新潟沖（佐渡島南半部を含む〉

①b 新潟沖～男鹿半島沖（佐渡島北半部を含むb
②能代沖～津軽半島沖

①a 松崎沖～新潟沖（Figure8b，⑪～⑬〉

この海域は地形の起伏も単調でかつ比高も 200～300mと小さい．南一北方向に長径lOkm，最浅水深105m 

の佐渡堆と，佐渡島の南東岸と本1-Hの間にある長径30km，短径15kmの500m等深線で囲まれた楕円形の平

垣な海盆E去を有する佐渡海盆（最深水深523m）がみられる程度で，外縁部は急斜面を経て富山舟状海盆に達す

る．米山（高さ 993m）から佐渡堆を経て佐渡島へと続く高まりは，その後海面下に没して佐渡海嶺につながっ

ている．

①b 新潟沖～男鹿半島沖（Figures8b, c, ~～＠〉

新潟沖と佐渡島北半部を結んだ線から男鹿半島沖にかけての海底は，日本海でも有数の起伏に富んだ大控境界

地を形成しており，地形断面から南部と北部の2つのグループに分類される．

前者（Figure8b，⑬～⑬〉は佐渡島北半部から最上堆までの南半部の海域で，地形の比高は 500～1,000mで

起伏に富む．堆I翼面は良く発達し，地塁・地溝より成る多数の堆列と海盆が連続して分布する．また堆頂面の水

深は西仮uにいくにつれて階段状に深くなる傾向を示している．

後者（Figures8b, c, ＠～＠〉は最上堆から男鹿半島沖までの北半部で，比高l,800～2,700 m と大きく起伏に

富んだ地形が裁者に比べかなり深い所まで及んでいる．堆の発達は飛島から北に延びる堆列では良好であるが，

その他の所では堆頂匿の発達が悪く，南半部のような明瞭な地塁・地溝状地形を示していない．

この海域の地形は，海岸線の方向に沿って，ほぼ北北東一南南西の方向性をもっ佐渡海嶺と奥尻海嶺南部，及

びこの両者に挟まれた最上舟状海会とから成り，これらの地形はさらに多くの諸堆列，小海盆，海底谷などを伴

っている．
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Figure 7 Location of profiles (Japan Sea side, North-East Nippon) 
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Figure 8a Profiles of the Japan Sea side (North-East Nippon) 

佐渡海嶺は，米山から佐渡島をのせる高まりに続く全長約240kmの海底山脈で，北端はチゴキ埼沖で，水深

3,200 mの日本海盆に埋没する．全体として海嶺の東部と佐渡島周辺で浅く，西方と北方に向かつて次第に深く

なる．海嶺中の諸堆は主方向とやや斜交し，北東一南西方向にJITli行状に配列するが，北部の諸堆は東側が東落ち

の断層で切られた傾動地塊（茂木・佐藤， 1958）であり，最上堆はその代表的なものである．なお，粟島付近で

は新潟地震の前後に海底地形測量が実施されたが，地震時の動きはまさに同方向の傾動を示しており（Mogiet 

al., 1964), この海域の大陸境界地の地形は，新潟地震時のような動きの累積により形成されたと考えられる．
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Figure Sb Profiles of the Japan Sea side (North-East Nippon) 

海嶺北西方には， 2,500m等深線により託字型に示される堆状の地形（最浅部は2,200m閉曲線〉がみられ

るが， FiguresSb, c, ＠＠によれば，佐渡海嶺の北西方への延長が日本海盆中に頭を出している高まりと思われ

る．



114 K. Y ASHIMA, K. IMAI, K. NISHIZA WA 

4剖同 3帥 200 1帥

2抽
。o⑧

1曲。ィトI曲。

2制JOイ＼／ト－2000

30佃図

。＠

10日

2000 

，，~治局

。⑫

1則。

2醐プ ト2四

3叫Dm

200 。⑫

JOO<h l曲。

200D 2~00 

3叫Dm

200 
。⑫

1田0 1αJO 

2冊。

3000m 

Figure Sc Profiles of the Japan Sea side (North-East Nippon) 

最上舟状海盆は，佐渡海嶺東仮｜！の諸堆列と東北日本沿岸の大陸棚の荷を，雨津湾沖から北へ， 水深3,000m 

前後の日本海盆に関口する全長約280kmの舟状海盆である．海盆の主軸は南側では北北東一南南西方向である

が，男鹿半島沖より北側では，北北西ー南南東方向に緩やかな弧を描く．海盆底の阪は10～45kmで新礁の商

側で狭く lOkm未満である．海ゑ底は堆積物による埋積や多数の海底谷により起伏に富むが，北方に向かつて深

くなり，数百メートルの落差をもっ斜面で水深700～l,000 m, 1, 300～1, 500 m, 2, 500～2,700 mの面などに

区別される（岩淵， 1968a）.そして平坦面の境の部分には基盤の高まりがあることが知られている（桜井・佐

藤， 1971).

最上深海長谷は，最上舟状海盆の平坦面の部分では浅く刻み，境の斜面の部分では深く刻んで（岩淵， 1968

a), 断続しながら水深3,000mの日本海盆に達する全長185kmの海底谷である． この谷の上流部は逆Y字型

を成す2つの支流から成る．

東側の谷は直線状に水深800～1,000mの海金底を刻み，西側の谷は最上堆の東側斜面上部から始まり，斜面

の基部に沿って北上し，両者は水深l,100 m付近で合流する． 水深l,300 m付近では不明瞭となるがl,600 m 

付近より顕著になり， 2,500m付近に歪って再び不明僚となる．

奥尻海嶺は，飛島の高まりから北方に延びて新礁・男鹿向瀕に歪り，それより北側はーたん大陸棚外縁に隠れ

るがチゴキ埼沖から再び出現してさらに北に向かう．堆頂面の発達は良く，水深はほぼ大陸棚外縁と一致する．

②能代沖～津軽半島沖（FigureSc, ＠～⑧〉

この海域の南半部は，前述の佐渡海嶺と最上舟状海盆がほぼ日本海盆に消失した場所に当たり憾の狭い大陸棚
へかし

から大陸斜面に移行する単調な地形を呈する．しかし鐙作埼から始まる北半部は，チゴキ埼から続く奥尻海嶺の

高まりが出現し，この付近から北海道西方にかけては存び起伏に富む典型的な大陸境界地が発達する．海半部は

Figure Sc，＠で示すように，幅約35kmの大陸棚から比較的急斜面で2,500mの深海会に達する．水深2,500～
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3,000 m には佐渡海嶺・最上舟状海盆の延長とみられる地形が残されている．

北半部では，奥尻海嶺の出現による堆列の高まりと西津軽海盆や小海盆の配列により，地形はしだいに複雑化

するようになる． 地形の比高は2,000mと大きく， 水深2,000m前後の深所で大陸境界地地形の凹凸がみられ

る．

この範囲の奥尻海嶺は，水深800～1,900mでほぼ北一南の方向性を有し，土佐頂函の発達は余り良くないが，

一部に地塁・地溝状の地形が克られる．

奥尻海嶺東側斜面と津軽半島沖合い大陸斜面とに挟iれた西津軽海盆は，北東一南西方向に延びる総長い海盆

で長径は50km，短径は15kmを示している．海盆底は， 大部分が水深 1,800 m前後で平坦であるが，中心部

では1,900m とやや深い．

（斗北海道西方（Figures9, 10) 

この地域の大陸境界地は，間方の日本海食との境を南北400km近くにも及ぶ奥尻海嶺に限られる幅60～150

kmの海域で、ある．地形的には， ~t郊の石狩海盆から利尻舟・状海金に至る水深 200 mから 800mの浅い部分と，

その沖合から南部にかけて広がる水深1,000 mから 3,300mに及ぶ深い部分とからなる．南部では浅い部分を

欠いているため，大陸棚外縁から水深3,600mに達する急斜面が形成されている場所もある．

北部の浅い部分では利尻舟状海盆にのぞむ利尻島西方を除いて顕著な大陸斜面は存在しない．大陸棚の沖合に

は広大な堆がひろがり，このうち武蔵堆の一部と小樽堆は前に述べたように大陸棚に対比される．これらの諸堆

は，地質学的には池震の複雑なつながりで形成されている（佐藤ほか， 1973〕が，地形的には比較的ゆるやかな

起伏をもったー続きの単純な形態を有している．また堆の開に広がる海盆・舟状海盆も，利尻舟状海盆が水深300

m付近から始まる幅の広い谷状の地形をなすほかは，天売舟状海盆が水深300mに，石狩海盆が水深700～800

mに平坦E査をもっ穏やかな深まりである．

武蔵海盆から南に広がり西側を奥尻海嶺に限られる幅60～150kmほどの海域では， 海山・海盆等の比高が大

きくなり，しかも全体としてはほぼ南北方向の配列をもっとはし、え，個々の地形は複雑な配置を示し，起伏に富

む大陸境界地を形成している．成図上は数列の断層と摺曲により生じた地形群であって，海嶺・海山等は傾勤地

塊または背斜部，その問の海盆等は断層角盆地または向斜部とされ，石油開発公団などの調査結果は石狩湾から

武蔵堆西部に至る大陸境界地がグザンタフ地域の海域への延長部であることを示している（奥田， 1979）とし、

う．

積丹岬以西では大陸斜面を刻む利尻・石狩・積丹の海底谷がみられるが，規模はいずれも小さい．北部の積丹

海丘群はよ七高300～500mほどの数倍の深い堆からなり， 地形的には武蔵堆に速なっている．このうち東積丹海
しりぺし

丘は西側lに傾く堆頂函を有する．また，その西方の忍、路海山・海洋海山は奥尻海嶺の延長部とみられる．後志、海

丘若手のうち，後志海山は山体の直径がlOkmあまりと小規模ながら， 1,500 m以上の比高を有する円錐状の顕

著な海山である．後志海山の南には水深3,200～3,300mに広大な王子坦頭を有する後志舟状海盆が広がる．

海盆底は厚い堆積物で埋積されており，ターピダイト海盆と推定される．この海盆の東側には比高3,000m以

上の大陸斜面がみられ，寿都海底谷・茂津多海底谷をはじめとするいくつかの海底谷が刻んでいるが，谷線が直

線的であることなどから構造的な成因をもつもの（茂木， 1977）と考えられる． また，寿都海底谷は大陸棚上

に始まり海盆底近くまで連続する直線的な流路をもっている． 南部の奥尻海盆も水深l,300 m付近に広大な平
くまいし おとぺ

垣頭を有するターピダイト海盆である．この海盆の北倶ijにも構造住の江差・熊石・乙部などの海底谷（陽・星野

・北Jll. 1954）が知られている．

東西方向に広がる松前海台はこの海域としては特異な地形で，松前大島と一連の火山地形と推定される。これ



（
毛
布
A
A
a
G沼田

司
U
凶

A
3
0
4
J
o

－ugu刃
的

吋

ωの
同
時

e
o
g沼
O
H
仏
回
口
口
0
5
8
Q
H
m
ω
H耳
切
広

116 

＠ 

K. Y ASH/MA, K. IMAI, K. NISHIZA WA 

凶

君



1: 1, 000,000 BATHYMETRJC CHARTS AND SUBMARINE TOPOGRAPHY 117 

138・E

138"E 

：仁イ：

ー⑫

自⑫

ー＠

ー⑫

一⑬

一⑬

一⑫

一⑬

一⑬

ー⑬

一⑬

一③

一③－ 0,1000,2000, 
3000m (Depth) 

Distance 。
一① or ，....ーー寸

..c: ... 

A ,j. 

3000mL 

Figure 10 Pro五！eso£ the Japan Sea side （日okkaido)

50km 



118 K. Y ASHIMA, K. IMAI, K. NISHIZA WA 

らの地形の西縁をなす奥尻海嶺は傾勤地塊で， 北北東一南南西の方向に延び，佐藤（1979a）のいういわゆる

「朝鮮方向」を示すもので，西倶ij斜面は急、崖となって日本海盆に至る．方向性については（5）でもふれる．

この付近の海底地形の全般的方向はこの「朝鮮方向Jである．しかしただ一つ，この方向と斜交する急斜面が

茂津多岬から奥尻島西方を通り，南西方に延びている．茂木（1977）はこの急斜面を茂津多海底崖と呼び，この

線を境として海底の様子が異なることを指摘したが，この線の地質構造的意味合いは良く分かっていない．

(iii) タービダイト盆地

日本海の大陸縁辺部とその周辺には，構造的な田地が陸側jからの混潟流の権穣作用によって埋議されたターピ

ダイト海盆が発達している．なお，大陸境界地内のターピダイト海盆（最上舟状海盆，奥尻海盆等〉については

すでに述べたので省略する．

(1) 富山舟状海盆と富山深海長谷

全長約230km，幅20～45kmの富山舟状海盆は， 水深1,000～1,200mの富山湾底から水深2,000mの大和

海盆に達する海盆である富山湾から糸魚川沖までは約SOkmの長さを有し北東一南西の方向性をもつが，糸魚

Jlll'1中では菊一北方向に向きを変える．糸魚川沖から舟状海盆末端までの長さは約150kinである．富山湾奥部で

は大陸棚外縁を切る海底谷により，水深1,200m以深では富山深海長谷により刻まれている．海盆底は南から

北へ階段状に深くなり，ほぼ3段の王子垣頭（水深800～l,000 m, l, 000～1, 200 m, 1, 600～l, 800 m〕に区分さ

れる（岩波ff,1968a). 深海長谷が大和海盆に達する部分には富山深海扇状地が発達している． この扇状地は白

山瀬北東約40kmの水深2,000～2,100 mの狭あい部付近を扇頂とし半径約100kmで水深2,500m付近まで

扇形の広がりをもっ．扇状地の地形断面は深海長谷の西側では階段状をなすが，東側では自然堤防が卒越し非

対称形をなす．

ターピダイト盆地の特徴としては，①海盆底土佐積物の層理は水王子な縞目模様を示し，構造的な両側斜面の基底

面にアパットしている．②堆積物は海底下の凹地をほぼ水平におおっており，海盆底は平坦な地形をなす．③王子

坦函の表面には混渇流の流路である深海長谷が見られ，谷の両側には周囲より慮り上った自然堤防を有しさら

に扇状地の発達が加わることもある，などの性状が見られる．

珠州岬の北東方60km付近から白山瀬に調和する方向に， 富山舟状海盆から北西に分岐する長さ 70km，編

15kmの舟状海盆がある． 水深はl,000～1,700 mで， l, 400～1,500 mに平坦面がみられるが， この海象の形

成は白山瀬の形成と密接に関係しているのだろう．

富山舟：伏海盆の位置はフォッサマグナの北方延長にあり，ここを境にして東北日本・西南日本の大陸棚，地形

の方向性等，大陸縁辺部の様相が一変する．

富山舟状海盆の成因については，日本列島が折れ曲ったため，その割れ目として生じたとする考え方をはじめ

種々あるが確定されたものはない．ただ，構造的なものであることはほぼ確実で，日本列島の骨格にかかわる性

質のもので今後の重要な研究課題である．なお，この点については（5）で、も若干ふれる．

富山深海長谷は，富山湾底の水深1,200m付近から現れ，ゆるく蛇行しながら富山舟状海盆を北上して富山深

海扇状地にし、たる．扇状地震端付近から著しい蛇行を繰り返し大和海嶺の東側を迂回する．迂回した後は再び

扇状地上に流路をとり，蛇行しながら水深3,400m前後の日本海盆中に達する． この谷は全長約670km，比高

2,200 m，平均傾斜11.21の極めて緩やかな流路をもち，ほぼ全域にわたって白然堤防の発達をみる．とくに蛇

行部分で発達が著しいが， 左岸よりも右岸の方が発達が良く地形新聞は非対称形をなす（岩淵， 1968a). 深海

長谷の成因は明らかに海底侵食谷（田口ほか， 1973）であるが，地形断面の非対称形の原因については不明であ

る．
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（司大和海盆（東部）

図幅内には大和海盆の東部が含まれている．この海盆は北側を大和海嶺，南側を隠岐海嶺と能登沖の大陸斜面，

東側を佐渡海嶺に境され，東部には富山深海扇状地もみられる．海盆は北東一南西方向に長戦を有し，その長さ

は470kmで幅は最大180kmである．縦断方向の地形控訴頂は扇状地の部分で浅く，水深2,200～2,500mを示す

が，扇状地の南西，北東側では次第に深くなり水深2,900～3,000m となる．横断面形（FiguresSa, b，②～⑧〉

は本州仮uから大和海嶺仮｜！に向かつて緩やかに傾斜しているが，これは本州倶I］から堆積物が供給されていることを

示しているのであろう．

海盆底には，堆積物の埋積からまぬがれた大和海山・明洋海山・第2明洋海山・第3明洋海山・マツ海山等の

比高400～l,800 mの海山・海丘が多数みられる． なお，この海盆の地殻は日本海盆同様海洋性であることが知

られている．

(iv) 大陸縁辺部のまとめ

①東北日本日本海仮uの大陵捌の輪郭は，海岸線の輪郭と筏接な関係を有し，海岸線が浅く湾入している沖積

平野海岸で張り出し，海岸線が突出している山麓海岸で湾入しているという逆の関係を示している（茂木・

佐藤， 1975）.これはこの地域に特徴的な地体構造（断層盆地と地塁山脈の配列〉の影響が大陸棚に現れた

ものであろう．

② 富山湾の大陸棚の発達が惑いのは，富山保uから湾央部に向かつての傾動運動の結果であり，また外縁水深

が浅いのは扇状地堆積物が大陸棚上に厚く堆積しているためである．

③ 能登半島以西には深い大陸概が存在するが，水深140m前後に段丘面が見つかっており，これが通常の大

陸棚外縁に相当し，深い大陸棚はそれ以前の段丘聞が沈降運動により沈んでいったもので通常の氷河性海面

変化による大陸械と異なり構造運動の所産といえる．なお，深い大陸榔については6(5〕（ i）でもふれる．

④大陸棚の形成は全世界的な氷河性海面変化に由来しているが，能登半島以東の大陵械の編は外縁部の地塁

状の高まりやこれと海岸との開の堆積物の流入の度合によって規定されており（茂木・佐藤， 1975），結果

として大陸棚は氷河性海面変化と地質構造の二つの要素の重なり合いによって形成されている．

⑤大陸棚外縁の深さは平均すると 140m前後で分布しているが，大嶋（1978）は16,000土 1,000年前の海

面低下は80m程度であり，最大海面低下はリス氷期（ 1 × 10• 年前〉の 120 土 10 mであるとする考えを

述べている．日本海側のこれまでの事例では，この考え方は無理があるようだが，この点については6(5)

(ii）でもふれる．

⑥東北日本から北海道にかけての日本海側で見られる典型的な大陸境界地は，この海域の断層・宿泊などの

構造運動・方向性・規模が陸上の新第三系と類似している点が多い（佐藤， 1971). すなわちこの海域の地

形は海水におおわれている点を除いて陸上と問ーの構造発達史をもっグリンタフ地質区に属するものと考え

られ，大陸棚や堆は海面上に現れていたため平坦化されたが，大陸境界地は海面下で、形成されたため，構造

地形の原形を保っているのである．

⑦海盆は堆積物の堆積と雨時に形成された！匂斜構造または断層角金地で，海盆底の表面は新期堆積物の埋積

により，平坦イとされている．

(3) 臼本海深海盆

図幅内には日本海盆の東縁及び南東縁部が含まれている．南東縁郊では，ほぼ3,000m等深線で大和海盆・

最上舟状海盆と接している． この付近から北に向かつて徐々に深さを増して，水深3,600mの平坦部に至る．

特に目立つのは，富山深海長谷が大和海盆を横断し，大和海嶺の東端を右に迂因して北西方に流路を変えるあた
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りから，扇状地状地形を形成していることである．

東縁部では深海盆は北海道西方の大陸境界地西側の急斜面により境されている．奥尻島西方約30kmの3,700

m等深線で潤まれた深みは，最大水深3,704 mを示し，現在のところ日本海の最深所となっている．日本海盆

の深所は，北海道西方の大陸境界地に続く大陸斜面が深海盆に落ちこんだ所の沖合いにみられる．日本海が東側

で深いのは大陸境界地で陵{fttlからの堆積物がトラップ（trap）されているからで、あろう．

日本海における深海掘削は1973年6～8月の問に，大和海盆中の富山深海長谷（Site299), 日本海盆（Site

301)，北大和堆北東部（Site302）で、行われたが，上部中新統に達したのみで、堆積物の下限は確認、されていない

（小泉，.1977）.なお，ここでの地殻は海洋性であることが確認されている．

(4) 大陸性の高まり

日本海中央部には，北東一南西の方向性を持つ長径約400km，短径約200kmの長円形の大きな高まりがあ

る．最浅部の水深は236mで，水深3,000mの深海盆からそびえ立つ比高約2,700m級の大山脈である．この

高まりの真ん中を長円の長翰方向に7j(深約2,000mの総長い地溝状の落ちこみが走り，高まりを二分している．

北側が北大和堆，南側が大和堆で両方を大和海嶺と総称している．地震探査の成果によれば，大和堆と北大和

堆の下には花嵐岩震に特有な速度の層（数kmと薄い）が見られ，この地殻が大陸性のものであることを示して

いる．しかし，大和堆と北大和堆の聞の落ちこみの地殻構造は，花掲岩層がなく海洋性地殻であるらしい（小

林・佐藤， 1979).

図幅内に含まれる大和海嶺は， 135°E以来の大和堆東部，拓洋堆および東に延びる高まりである．これらは海

嶺主方向と若干，斜交する東北東一沼南西を示し，隠岐海嶺北東部とは調和するが佐渡海嶺とは斜交する．南側

斜面は水深2,500mで大和海主主に，北側斜面は3,000～3,400mで日本海盆と援している．

北大和堆と大和堆の間の地溝状の落ちこみに続く地形は，東側！では水深1,100～1,500 m と浅くなり平損な階

段状を呈する． その南側には堆頂面水深300～500m C最浅水深236m）の大和堆東部が， 北側には堆頂面500

～800 mの拓洋堆があり，これらのさらに東方には堆頂面1,000～1,700mの孤立する数個の堆が見られる．堆

頂函の発達は西側が良く東側に行くに従い悪、くなる．この結果，西領tlは比高2,000m近い台形状の地塊を示し，

東側は比高1,000m前後の波状の起伏に富む地形がみられる．

大和堆周辺の堆I異国には，後述するように熔結凝灰岩を含む酸性火山岩類の磯や岩盤の露出が認められ，これ

らは飛騨山地や中国山地を構成する岩石と類似性のあることが知られている．

拓洋堆から北方に延びる尾根に沿っては全長60km，比高1,800 m，平均傾斜1.70の直線状の大和海底谷

（仮称〉がみられ，構造住のものと思われるが堆の斜面を刻んで日本海盆に達している．

(5) 臼本海側の海底地形に関する諸問題

日本海側の海底地形に関しては，富山舟状海盆の成四，舟状海盆を境とする大陸縁辺部の相違をもたらした原

因，能登半島以西の深い大陸棚の起源等，数多くの問題があるが，ここでは日本海の起源について若干議論す

る．

最近では，前述のように大和海嶺は大陸住地殻から成り，深海盆の部分は海洋性地殻から成ることが明らかに

されているが，以前から日本海の大和堆・隠岐堆・能登西方など山陰地方の日本海{fttl~こは熔結凝灰岩を含む酸性

火山岩類の磯や岩盤が広く分布することが佐藤・小野（1964）により指摘され，これらは濃飛流紋岩類に対比さ

れた．これらの火山活動は後期中生代から古第三紀にかけて臼本列島の日本海側と沿海ナHで行われ，熔結凝灰岩

を含むことから陸上での火山活動であることが知られている．その後， j農飛流紋岩型の熔結凝灰岩は白山瀬（星

野・本間， 1966）・武蔵堆（Yuasaet al., 1978）・奥涜島でも知られるようになり，この時期には日本海は大陸
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と陸続きであり，海になったのはこの時期以降である．この点については余り異論はない．

日本海に海が進出した持代については，古第三紀以降で日本海周辺の陸地に残されている最古の海成層の時代

で限定する方法と，現在のB本海でみられる堆積物のうち，最古の海成震の時代で限定する方法がある．北村

(1979）によると，日本海側に初めて海成層が形成されたのは中新ill:初期の西黒沢層の待代で、ある．しかし，そ

れ以前から沈降遼動は起こっていたが海面下に達しなかったということである．官官述のように日本海での深海掘

削では最下層まで達しなかったが，分かった範囲で、最古の地層は中新世後期のものである．これらのことから，

B本海に海が進入したのは濃飛流紋岩以降で中新世初期までに限定されてくるが，この時代で最も重大なできご

とはグリンタフ活動の開始で‘ある．

時期については一応の限定がなされたが，隠題はどのようにして海が進入してきたかである．これについては

従来から諸説があるが，①島弧背後の拡大②太平洋プレートの取り込まれ③陥没後の大陵地殻の海洋化 に

大別できる．第2の説明は地磁気異常の型が太平洋とは非常に異なり，第3の説明は海洋化作用の説得力の点で

困難とされ，日本海の拡大という第1の説明が有力であるが，これにもいくつかの考え方がある．

上回・金森（1978）によると縁辺海の生成には大陸プレートの後退か，沈み込み帯の進化が必要である．大陸

プレートの後退の立場に立っと，このようなプレートの運動方向の変化は，かなり世界的なプレートの再配列や

世界的な大変動に伴っていることが予想される．上回ほか（1976〕t土地磁気縞模様を頼りにして太平洋の発達史

を組み立てた． これによると， 65 m.y. （億年〉前にはクラープレートがアリューシャ γ海溝に沈み込んでいっ

たが，天皇海山群とハワイ海嶺の出りにより明らかにされた 42m.y.前には運動方向を西北西に変え，これ以後

西太平洋には南北i生の島弧一海溝系が形成された．そして佐藤（1979a）は，太平洋プレートの運動方向の変化

とプレートの再配列により，大陸のプレートが後退し，大陸縁辺部には，割れ目が生じてグリ γタフ活動が始ま

り．日本海の拡大も開始されたと考えた．

また，佐藤（1971）によると，東北日本日本海倶~ではかなり一様な厚さをもっ音響的透明層がある 佐渡海嶺

の多くの堆は，東狽I］が東落ちの断層で切られた傾勤地塊をなすが，これらのま佐は頂部に透明j習とその上の不透明

層をのせ断層で切られている．この傾勤地塊は，正断層による張力テクトニクス，あるいは日本海の深化に伴う

ものと考えられる．しかしこれらの傾勤地塊問に堆積する上部透明層と最上部不透明層は，堆積しながら摺曲

する構造を示しており，この時代には圧縮テクトニクスの場に変っている．現在の日本海の地震の発生様式も圧

縮テクトニグスであるらしい．

以上のように，日本海は，合第三紀から中新世初期の間に拡大を開始し，前述の上部透明層堆積以降拡大は停

止したらしいことが分かるが， 拡大の様式にも種々のものが考えられる． Kobayashi and Isezaki (1976），伊勢

崎（1979〕ほかにより，地磁気異常の縞模様から，いろいろの推定がなされているが，まだ確立されたものはな

．
 

、hu 
そこで，ここでは日本海の海底地形の方向性に着gして若干の議論を行う．茂木 ・JIU二〔1966）は日本海の海

底地形にみられる直線的な地形をリニアリティと称した．

一見，複雑にみえる日本海の海底地形も，その方向性に注目すると，いくつかのクソレーフcに整理することがで

きる．その一つは，奥尻海嶺や佐渡海嶺北部に代表される北北西一南南東の配列で，これは東北日本の陸上第三

系の方向とも協調的である．佐藤（1979a〕が，この方向と朝鮮半島の地形配列が同様なことに着目して「朝鮮

方向」と呼んだことは前に述べた．他の一つは大和堆・隠岐海嶺に代表される東北東西南西の地形配列であっ

て，陸上の地形としては能登半島の山地や邑知地溝に反映している．この方向を仮に「大和堆方向」と呼ぶ．「朝

鮮方向jと「大和土佐方向Jがほぼ直交関係にあり，日本海の両端部に「朝鮮方向」が，その間に「大和堆方向Jの



124 K. Y ASHIMA, K. IMAI, K. NISHIZA WA 

地形が卓越することは，日本海の成因について一つの示唆を与えるものかもしれない．すなわち，佐藤（1979

a）によれば拡大センターの両端にそれと直交するトランスフォーム断層があると日本海の拡大はスムーズに遂

行することになる．この考えに立っと，上述の地形の配列様式は「大和堆方向jの拡大輪と「朝鮮方向」のトラ

ンスフォーム断層を反映しているといえないだろうか．フォッサマグナの延長と考えられる富山舟状海盆は「大

和堆方向Jの地形を切って f朝鮮方向jtこ延びており，一種のトランスフォーム断層の性格を持った構造帯の可

能性がある．つまり，日本海には「大和堆方向」の拡大輸が存在しそれとほぼ霞交関係にある何本かのトラソ

スフォーム断層の存在により拡大がスムーズに進行していったと推定できるかもしれない．また西北西一東南東

という特異な方向性を有する白山瀬は，元来，周囲の地形と同じ「大和堆方向」を示していたが，富山舟状海盆

のブオッサマグナ同様の右横ずれ構造運動tこより時計悶りにひきず、られて形成された可能性がある．

5. オホーツク海側の海底地形

(1〕 海底地形の概観

「北海道j図憾にはオホーツタ海南西部の一部のみが含まれているが， オホーツク海の海底地形は輔の広い大

陸棚の部分と，千島列島に沿って細長い三角形状に分布する水深3,200～3,300m の深海食と， 雨者の中間部に

ある水深200～l,500 mのなだらかな地形の部分に分けられる．大陸棚はオホーツク海の面積の40%を占め，

非常に広大である．深海盆は極めて平坦であるが海山もみられる．中間部の部分は，傾斜はなだらかであるが，

最浅水深940mの IO(Institute Okeanologii)海膨，最浅水深894mの AN(Akademii Nauk）海膨，最深水深

l, 744 m のデリュギン海盆などの地形がみられる．

①戸

②ド

＠＇ー

⑤ー－

。Distance 30km 
o. 
」弓 l
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也J ’
i=l I 
2000m L 

一明o,1000, 2000, 
3000m (Depth) 

Figure 12 Pro五！esof the Okhotsk Sea side (Hokkaidδ〉

(2〕 大陸縁辺部（Figures9, 12〕

c i) 大陵榔（Table3〕
この海域の大陸械は，能取自甲以西の海岸線の形状とは関係なく，サハリン方向から続く非常に幅の広い大陸棚

で特徴づけられる．宗谷海峡付近では隠は180km前後にも達し， R本沿岸で最も広い海域となっている．大陸

棚の外縁は不明瞭な所が多いが水深170～210m にあり深い．

大陸棚上には2面から4函の海底段丘がみられるが，その深さは一様ではなく（永野ほか， 1974），沿岸部か
もんべつ

ら中央部にかけては宗谷堆・紋J}lj海脚などの高まりや 150m 等深線で閉まれる問地が存在し，起伏のある地形が
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形成されている． 中央部は沿岸部に比ベ平坦で， この傾斜変換点は水深110～150m付近にある．また，外縁
ゅうぺつ

部には紋別堆・湧別堆・北見大和堆がある．このうち北見大和堆はこの海域の東縁をなす長さ 75km，幅!Okm

に及ぶ長大な堆で潟北方向の摺幽構造で形成され東西両縁には断層を伴う．

この海域の大陸搬の地質構造は，外縁背斜部とその内側の中央向斜部に分けられ，中央向斜部の堆積物は層厚

2km以上に達し，外縁の背斜部は北へ延びてサハリンの中知床半島へと続いている（佐藤・新妻， 1980）とい

われ，このような地質構造が隔の広い大控搬をもたらしたのであろう．

能取出甲沖から知床半島にかけては，大陸械は能取仰沖の東方で急に折れ曲り，網走沖からは海岸線に平行して

分布し知床半島に至る．大陸棚の隠は20km以下となるが， 知床半島沿いでは特に発達が悪い．大陸棚の外縁

は明瞭で， 水深135～150mと通常の深さになる． 能耳元自甲北方には能耳元海脚があり水深120～130m付近に平坦

爵がある また，知床仰沖合いには知床堆が北東に延び半島の延長をなす．

Table 3* Continental shelf (Okhotsk Sea side, Hokkaido) 

continental shelf continental slope 
location width depth at shelf dept~~）nge 

(km) edge(m) m巴angradient 

E. of Sδya Misaki 135 170 170～3,000 1.8。
（宗谷出甲来方）

E. of Tonbetu 108 190 190～3,000 1.6. 
（宅l¥lJ!J来方）

NE. of Monbetu 72 210 210～3,000 1.6。
（紋l)IJ北来方）

Off Notoro 16 150 150～3,000 1.0。
（古E取；中）

Off Syari 16 135～140 140～3,000 1.0。
(#.'f盟主ド）

本 partlyafter Nagano et al. (1973) 

(ii) 大陸斜面

紋別堆から湧別堆にかけての大陸繍外縁に沿っては水深200～300mに平垣頭がある． その下部にはさらに，

500 m, 700～800m及び900m付近にも平坦面がみられ，一般に水深1,000m付近まで緩傾斜の大陵斜面を形

成している.1, 100 m以深は単調な急斜面をなし，水深約3,200～3,300mの千島海盆に続く．北見大和堆と湧

別土佐のf誌には北見海底谷が，また紋別堆の南にも海底谷があり， これらは合流して 1,000m以深の大陸斜面ま

で続いていると推定されるが詳細は不明である．

北見大和堆東方の大陸斜面は舟状海盆状をなし能取海脚を徐き顕著な平垣部は見当たらない．この海域では

水深2,000m付近までが急斜面で，それより沖では緩傾斜となり千島海盆に続く．斜面には海脚や海底谷：伏の地

形が数多く発達し複雑な海底地形をなす．このうち， 能耳元海脚には水深200～300m付近に平坦面がみられ，こ

の海脚と北見大和堆南部の商には，北見大和堆を取りまくような特異な流路をもっ能取海底谷がある．また，網

走海底谷，斜里海底谷は， その谷頭が大陸棚外縁を切る全長がそれぞれ75km, 20kmの海底谷で官官者は水深

1,900 mまで達している．

(iii）深海盆

島弧である千島列島の縁海をなす千鳥海盆は，オホーツク海の南西部を占め，「北海道」図幅には，その一部が

含まれるだけである．最深水深3,374mのこの海盆は，大部分が水深3,200～3,300mにあり平坦で，音波探査

によると，この海底下には3,000mを越す堆積物が埋積し深海平原の様相を呈している（Geo!.Surv., Japan, 
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1978）.なお，この海盆も日本海盆向様の海洋性地殻構造をもっという．

6. 太平洋側の海底地形

(1) 海底地形の概観

この海域では，太平洋のプレートが千島ーカムチャッカ海溝， 日本海溝で大陵のプレートの下に沈み込む．海

溝の陵仮IJには， 200km前後の距離に烏弧がほぼ平行して配列し，千島列島・北海道東部・本州北東部が対応す

る島弧である．沈み込み境界域における島弧ー海溝系にも種々の型のものがみられるが，当海域では海側jから，

海溝周縁隆起帯・海側海溝斜頭・海溝底・陸側海溝斜面・深海平坦部・非火山住外弧・火山性内弧・縁海という

地形要素がそろっている．北海道は単一の島弧により構成されておらず複雑である．海溝は襟裳海山付近で，千

島 カムチャッカ海溝，日本海溝に2分され，雨海溝の会合部付近には大規模な舟状海盆もみられる．

太平洋側の大陸縁辺部は北海道と東北日本とでは多少性格が異なるので，別々に記載し，そのあとで海溝周辺

の地形について記載することにする．

(2) 北海道側の大陸縁辺部

Ci〕大陸棚（Table4) 

大陸棚は内浦湾湾口沖・襟裳由利中・ ~II路海底谷谷頭付近を除き， 25km 前後の隔で海岸線に平行して帯状に分

布し，大陸棚の外縁水深は70～210mの問を変化するが， 130司150mの所が多い．
< Zまん , 

慈ili仰沖での外縁水深は130m，幅は2kmである．最深水深96mの内滞湾湾口沖では，外縁水深は恵山
しらおい

自甲j中と変わらないが， 揺は湾内部を含めると最大 80k~ に達する． 白老沖では揺が16kmとやや狭くなり，外

縁水深も 120mぷ浅くなるが，日高沿岸に沿って襟裳府方向に次第に深くなり，襟裳由甲南方では水深160～170

mに達する．襟裳岬沖での揺は30km前後に達し広くなるが，外縁の形状は仰のとがった形の海岸線とは非調和

的な台状を示し，岬の南方では東西方向の直線で大陸斜面と接している． また，この付近では水深10～30m,

30～40 m, 40～60 m, 120～140 mの4面の海底段丘の存在（星野， 1957）と，基盤が直接侵食されて大陸棚が

形成された（茂木・佐藤， 1975）ことが知られている．

襟裳岬沖から十勝沿岸にかけては，幅は26km前後で日高沿岸に比べて幾分広く， 130～140mの外縁水深を

Table 4* Continental shelf (Pacific Ocean side, Hold王aido)

con tin巴ntalshelf continental slope 

location width depth at shelf depth rang巴
mean gradient (km) 巴dge(m) (m) 

Off Esan Misaki 2 130 130～800 1.0' 
（恵山I~甲沖）

Off Sikabe 30 140 140～800 0.9。
（鹿部i中）

Off Siraoi 16 120 120～400 2.3' 
（白老i中）

_Off Mukawa 18 130 130～700 3.0' 
（鵡Jill中）

Off Mituisi 12 130 130～900 2.9' 
（三石i中）

SW. of Erimo Misaki 36 150 HiO～700 3.9' 
（襟裳由甲南西方）

S. of Erirrio Misaki 32 170 170～2,000 2.8' 
（襟裳由甲南方）
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E. of Erimo Misaki 28 160 
（襟裳将来方）

Off Hiroo 26 140 140～2,100 1.30 
（広尾j中）

Off Kusiro(V alley head of Kusiro Canyon) 13 70-80 
車II路i'i• （車II路海底谷谷頭）

Off Akkesi 28 210 210-3,600 2.7。
（厚岸沖）

Off Otiisi 24 140 140～3,300 2.4。
（落石i中）

* partly after Sakurai et al. (1975) 

有するが， ~II路海底谷谷頭付近では大陸棚t土谷により深くえぐられ，隠は 13km，外縁水深は 70～80 mとなる．

~II路海底谷以来では，隠はほぼ 25km 以上となり， ほぼ一様であるが，外縁水深は厚岸沖で210m といった

ん深くなり落石沖で140m と再び浅くなる．

北海道南東部の陸上地形と大陸槻の外縁水深の関係をみると，隆起運動が知られている襟裳岬沖と厚岸沖では

深く，造盆地運動が知られている釧路平野沖では浅いというように態と海で逆方向の動きがみられ，また南西部の

芸玄平野付近では，いわゆる縄文海進以降の海面低下を上回る傾動運動（茂木， 196のも知られている 襟裳岬

沖では，音波探査の成果から南南東方向への傾動運動，厚岸沖では地震震央の大陸棚外縁付近への集中分布から

地震による沈降の可能性（桜井， 1973）が指摘されている．

以上のことから，この地域て

高山脈の周辺をとりまいて釧路方E宣に通じるヒンジライ γが存在し，この位置の相違により各地域特有の動きが

もたらされていると推定される．

(ii) 大陸斜面（Figures13, 14) 

Figure 13の海底地形区分図， Figure14の海底地形断面図からも明らかなように襟裳岬以東の大陸斜面の地形

は釧路海底谷により 2分される．

~II路海底谷以東では等深線は千島列島方向に平行し， 地形断面は大陸棚外縁から2,000m前後の深海平坦国

まで急、崖をなし， 区別が明瞭な大陸斜面と深海平坦簡を2～3回繰り返して，水深が7,000mを超す海溝底に

至る．ここでの大陸斜面外縁は水深3,000～3,800mにあり，平均傾斜は2.4°～3.2°である．

一方， ~II路海底谷以西での大陸斜面部の等深線は，十勝沿岸に平行し，大陸棚外縁からほとんど悶じ緩やかな

傾斜で水深2,000m前後の深海平坦面末端に歪り，平坦国末端から 7,000m以深の海溝底までは急斜面をなす．

ここでの大陸斜面外縁は水深2,000～2,500mにあり，平均傾斜は1.30前後である．

深海平土日面は，釧路海底谷以東では海溝軸に沿って細長く帯状に発達し， ~II路海底谷から納沙布岬1中では，水

深2,000～2,300 m, 3, 000～3, 300 m, 3, 600～3,800 m E立が，納沙布岬沖から色丹島沖ではし500～l,700 m, 
1,900～2, 100 m, 2, 000～2, 200 m, 2, 500～3, 000 m, 2, 700～3,000 m函がみられ，海溝軸に沿って帯状に分

布することから，成因は海溝形成に伴う構造的問地を埋めた通常のターピダイト盆地だと考えられている．

鎖l路海底谷以西の深海平担額は以東のものに比べて大規模で， 幅約lOOkmの塊状形の平坦面で水深700～

2,100 mに発達する．この平坦面は，十勝海盆とも呼ばれているが，通常のターピダイト盆地ではなく，基盤の上

に水平に堆積した地層が海（東〉側への傾動運動により現在の形になったもので，斜面そのものが大陸縁辺部に

おける撲出運動の結果を示している（佐藤・茂木， 1975). そして海盆表面には北西一南東方向の摺曲構造と関

連する多数の小海底谷が刻まれ，海盆潟郊には同方向に延びる隆起帯が海脚をなし，これに沿って広尾海底谷な
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どが刻まれている（佐藤・新妻， 1980).

前述の対照的な大陸斜面の境界部に位置する釧路海底谷は，水深70～80mの谷頭付近で大陸織を深く刻み，

深海平坦面とは無関係に水深6,500mまで至り， tまぼ海溝底（水深7,000m）に達している.7j(系は支谷が少な

く直線的で，谷の深さは数百メートルにも及ぶ，全長約 190km，比高約6,400mの海底谷である．この海底谷

は規模が世界的にも第1級であるだけでなく，多くの海底谷でみられる大陸斜商の傾斜に必従的で深海平坦面で

終わるという特徴にもあてはまらない特異な海底谷である．

成因については，その水系の特徴や海底谷の両側での地質構造の差異から，構造住（佐藤， 1962，桜井ほか，

1975〕といわれ，大きな地形区の境をなす構造線と考えられる．

~II路海底谷の西側にみられる広尾海底谷t土谷頭を水深 800 m付近に有し，水深4,000mまで至る全長110km

の海底谷である．水系は樹校状をなし，谷の深さは100m以内で浅い．成図的には，この谷も構造性である（桜

井ほか， 1975）といわれているが，茂木（1977）は，広尾海底谷以外の小海底谷も含め，十勝海盆の成因から考
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Table 5 Continental shelf (Pacific Ocean side, North-East Nippon) 

continental shelf (deep) continental shelf 

location width depth at shelf width depth at shelf 
(km) edge(m) (km) edge(m) 

r尻iri屋ya海S脚~ur 10 120 

？尻ff屋~奇irf中ya Saki 8 HO 一
（）  

Off Siranuka 3 100 
（白糠i中）

Off乱1isawa 45 160 
（三沢i中）

0丘Hatinohe 34 150 
（八戸i中）

Off Kuzi 26 170 
（久怒j中）

NE. of Miyako 20 190* 22 220 
（宮古北東方

Of芸f古~中iyalrn 12 180* 17 260 
（宮

Off Yamada 7 170* 18 400 
（山田i中）

Off Kamaisi 7 155* 18 400 
（釜石沖）

Off Ohunato 15 155* 27 365 
（大船渡i中）

Off Kesennuma 23 180キ 34 360 
（気11111召i中）

Off Sizugawa 22 175* 39 375 
（志津川i1!1)

？雄ff勝9中gru 24 185* 38 330 

Off Kinkasan 16 160ホ 36 330 
（金華山i中）

Off the mouth of the Abukuma Kawa 70 180* 71 200 
（！司武限Ill川口i中）

Off Sδma 57 150 一
（和馬沖）

Off Hisanohama 44 195 一
（久之浜i中）

Off Sioya Saki 30 180 一
(:11玉屋t奇i中）

Off Hitati 26 140 一
（日立i中）

Off Nakaminato 22 130 一
（那珂淡i1!1)

Off Kasima 24 150 一
（鹿島沖）

ESE. of Kasima 24 160 一
（鹿島東南東方）

？銚ff子T中yfsi 27 150 一

Off Kuzyukuri Hama 55 150 
（九十九里浜i中）

本 submarineterrace 
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えると陸上谷が沈水した可能性も否定で、きないとしている．ただし，現在までのところ，ここでは侵食部や不致

合面は確認されていない．

襟裳岬沖では地形的にも地質的にも日高山脈の延長が海底にも追跡でき，その方向を南北から東西に転じてい

ることが明らかにされている（稜， 1973）が，その地形，地質学的意味合いは十分に明らかではない．

襟裳岬以西の日高沿岸から渡島半島沿いの湾入部には日高舟状海盆が発達する． この海盆は幅120km，長さ

150kmの規模を有し，水深800,900～1, 500 mに分布するが，局地的に湾入する下北半島沿い及び白老沖では

水深500m付近まで分布する． ここでは平坦面を構成する堆積物が斜面をはい上がって，大陸斜麗そのものを

なし日高沿岸では30近い傾斜を有するが，渡島半島沿いでは大陸棚外縁から水深400m付近まで台形の地形

が張り出し，傾斜はlo以下と緩やかである． 臼高舟状海盆は， 大きな向斜構造をなして厚い堆積物が存在し，
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斜面全域にわたり海底地すべりに起因すると思われる地形や堆積物がみられ，前述のように斜面に堆積物がはい

上がっていることや，後述する小川原海底谷との関係から大きなターピダイト盆地だと考えられている（佐藤・

新妻， 1980).

(3) 東北日本側の大陸縁辺部

(i〕 大陸棚（Table5, Figur号s15, 16, 17, 18, 19〕

東北日本太平洋側の大陸棚では，大部分の海域において， 20万分の1の基本図成果に基づく報告がなされてい

ないので，地形断面図を作成するなどして，｛也の海域より少し詳しく記載することにした．

この海域での大陸棚は，下北半島のつけ根付近，仙台湾付近などを除いては，ほぼ海岸線に平行して帯状に発

達するが， 幅は3～SOkm，外縁水深は100～400m と海域による変化が大きく，地形断面も各海域特有の形状

を示している．さらに大陸棚上には明瞭な形で海底段丘・陸棚谷がみられるのもこの海域の特徴である．

下北半島沿いでは大陸棚の揺は3～Skmと狭く，外縁水深は100～120m と浅いが，地形断面も外縁付近から

水深500mまで急主主をなす（Figure15〕.［花屋f奇から延びる尻屋海脚は背斜構造をなし頂部は波食を受けた幅

lOkm，外縁水深120mの大陸棚となり，小規模ながら水深40～80m, 90～120 mの海底段丘がみられるが，
しらぬか

津軽海峡側と太平洋側で地形断面は非対称形をなす．外縁水深は尻屋埼から南へ次第に浅くなり白糖沖で100m 

となり，縞も 3kmと， この海域で最も狭くなるが，下北半島のつけ根の小川原湖沖から次第に広くなり，小川

原湖付近から八戸にかけての海岸線は北東方に田形をなすのに対して，大桂樹外縁線は凸形をなし非調和的であ

る．ここでの協の最大は八戸北東方（三沢沖〉の45kmであり，外縁水深は150～160mを示す．

八戸から宮古にかけての三控沖北部は，久慈と宮古の中間付近（39°551N）の宮古北東方を境として分けて記

載する．

八戸沖から宮古北東方にかけては，揺は25km前後まで次第に狭くなり，外縁水深は200m近くまで深くな

る．海底段丘は水深60～120m, 130～170 m付近に認められ，南側ほど深くなって 80～120m, 130～190 m と

変わるが，全域を通じて上位面は13～14km，下位頂は5～6kmの幅を有する．地形断面は大陸棚外縁付近で、

急斜面をなし外縁の決定は容易である．

宮古北東方から仙台湾に至る大陸棚の海底地形図及び地形断面図を Figures16, 17に示す．この海域では，水

深約100m付近から 600m付近まで緩やかな傾斜の斜面が続き，地形図や地形断面から大陸棚の外縁を即座に

決定するのは容易ではない．

宮古北東方（Figure17，②〉での外縁水深は200m近くに達するが，ここでは外縁付近に190m と？20mの

二つの傾斜変換点がみられ， この二つの変換点、は三陸沖南部を通じて，それぞれ水深150～190m, 200～400 m 

の問に追跡され，仙台湾の阿武隈JllJll口沖（Figure17，⑬〉で同ーのものになる．

岩lJH!(1972）は前者の変換点を大陸棚外縁，後者の変換点を縁辺台地外縁としたが，佐藤（1979b〕は前者を

海底段丘外縁，後者を大陸棚外縁とした．ここでは佐藤（1979b）の考えに従い，深い大陸棚として記載する

が，この点については（5 )( i〕でもふれる．

宮古北東方から宮古沖にかけては，揺は20km前後まで狭くなり，外縁水深も 190mから 260mと深くなる．

ここでも水深80～120m と130～180m付近に海底段丘がみられるが，大陸棚外縁は南側ほど深くなるのに対

し，海底段丘外縁は南側ほど浅くなり，両者の変化様式は平行的ではない．

宮古から金華山に~る三陸沖南部では，稿は 17～40km の問を変化し，釜石沖で最も狭いが，南側へ向かつて

次第に広くなり，気仙沼沖から金華山沖では40km前後を示す．外縁水深は260～400mの聞を変化し山田沖

から気仙沼湾湾口沖にかけては，途中で350m前後まで、いったん浅くなるが，おおむね水深400mを示し，気仙
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沼湾湾口沖から金葉山沖では水深400mから330mまで浅くなる。ここでの海底段丘は水深100mから 160～

180 mの間にある海底段丘外縁までの一面である．

海底段丘外縁は宮古沖から釜石沖では水深180mから 155mまで浅くなり，釜石沖から気仙沼湾湾口沖では，

150～180 mを示し，気仙沼湾i湾口沖から金華山沖では，いったん 180m前後まで深くなった後，金華山沖での

160 m と変化する．

三陸沖南部の海底段丘外縁・大陸棚外縁の水深は，以上のように変化するが，両者の変化様式は調和的ではない．

金華山から阿武隈JllJll口にかけての仙台湾沖では，大陸棚はこの海域中最大の幅SOkmを有し，外縁水深は，

330 mから 180mまで浅くなる．海底段丘は水深0～20m, 20～60 m, 120～160 mの3つの面が認められ，特

に中位頂の発達が良く，縞30kmtこ達する． 阿武照Jll川口沖では海底段丘外縁も水深180mまで深くなり，宮

古北東方での｛到jのように，海底段丘外縁と大陵棚外縁は河ーのものになる．ここでの地形断面は緩やかな斜面を

なし，外縁部の地形は丸みをもっている．

阿武隈JI!JI I口から塩屋埼にかけての常磐沖北部では，大陸槻の幅は南側！の海域ほど狭くなるが，それで、も南端

の塩屋埼沖で30km前後を示す．外縁水深は，相馬沖の 150mから塩屋埼沖の180mと南ほど深くなるが，最

深部は塩屋埼のやや北に位置する久之浜沖の 195mである．海底段丘は，水深0～20m, 25～50 m, 120～150 

(160) mの3面が認められる．このうち，下位面は最も発達が良く，一定の憾で連続的に分布するが，上位函・

中位頂は外縁水深が深くなる南側の海域では消失する． この海域では， 25～50m段丘面上にのみ谷形を有する

陸棚谷の存在が知られ，茂木・岩淵（1961)It., 陸棚谷との関係等から 25～50mの中位の段丘函は，ウルムの

最大氷類以降の海水準よ昇途中の停滞期に対応して形成されたとした．この論文作成の墓になった誤u量：は相馬付

近では50m以浅の海域で実施されたが， 20万分の1の基本図成果からは相馬沖の阿武隈Jll延長方向の水深45～

70 m, 140 m等深線の部分にも陸櫛谷が存在することを読みとることができる（Figure18). この海域の地形断

面の特色は，以北の海域と異なり，大陸棚外縁付近に明瞭な傾斜変換点がみられることであるが，南側で外縁水

深が深くなるにつれて，やや不明瞭になる．

塩屋埼から那珂湊にかけての常磐沖南部では，大控捌は海岸線にほぼ平行して樋25km前後でみられ，外縁水

深は180mから 130mへと徐々に浅くなる． この海域でも常磐沖北部に対比される 3つの海底段丘が知られて

いるが，加賀美・奈須（1964）は久慈川沖の音波探査の結果，古久慈Jllが大陸棚の下に延長していることを確か

め，この陸棚淫積谷の縦断面等から考察し，中位醤はウルムの最大氷期以前の海水準低下途中の停滞期に対応して

形成されたとした．ここでの地形断面も大陸羽目外縁付近に明療な傾斜変換点がみられ，外縁の決定は容易である．

那珂湊から犬吠埼にかけての鹿島灘でも，ほぼ海岸線に平行する幅25km前後の大陸棚がみられ，外縁水深は

南側に向かつて次第に深くなり 160mに達する． この海域でも水深0～20m, 25～50 m, 110～（130)150 mの

3つの海底段丘がみられ， 25～50m段丘面上には常努沖北部同様の控繍谷が存在する．茂木 (1973〕は鹿島港

付近の陸上地質資料と陸棚谷の関係から，中位の段丘屈はウルムの最大氷期以降に形成されたとした前述の考え

を裏付けた．この海域での地形断面は外縁から急斜面をなすことを示している．

犬吠埼以南の九十九塁浜沖は，図憾には一部が含まれるだけであるが，この海域では50kmに達する幅の広い

大陸械がみられ， 河様に幅の広い水深10～50m, 100～150 mの海底段丘がみられる．外縁水深は140～150m 

と犬吠埼沖よりやや浅くなり，地形態有面は外縁付近より急崖となることを示している．

(ii) 大陸斜面（Figures13, 20) 

本座（1976）によると，東北日本太平洋側の大陸棚・大陸斜面域は，全域を通じて大陸棚から水深1,000m く

らいまでの傾動隆起帯，大渡斜面外域の隆起帯，その中間の沈降帯の3帯に分けられる. Figure 20の地形断面を
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みても，大陸棚・深海平坂面を有する大陸斜面・ベンチを有する陸側海溝斜面・海溝底・小地溝を有する海側海

溝斜面・なだらかな海務局縁隆起帯といった地形要素が規則的に配列し，基本的には同じようにみえる．

しかし，詳細にみるといくつかの変化がみられる．すなわち，径倶ijから海溝に向かつての典型的な地形断面は

三陸沖にみることができるが，海溝執がやや商よりに向きを変え，陵地と海溝までの距離が以北に比べ短くなる

塩屋埼以南の海域では，大陸斜面以深の地形が不規則で変化に富んでいるが，この度合は南側ほど大きい．その

ほか大陸斜面上には陸側に向かつて逆傾斜している部分もみられ，八戸沖・塩屋埼沖の場合は，それぞれ，水深

1,300 mの高まり，牡鹿半島から南東へ延びる高まりに対応している．

この海域では，大陸斜面と陸倶I］海溝斜面の間の傾斜変換点が明療でない場所もあり大経斜題外縁を決定するの

は容易ではないが，一応求めた値を以下に示す．大陸斜酒外縁と大陸斜面の平均傾斜は，この海域全体を通じて

それぞれ，水深1,700～4,400 m, 0. 6°～3.0。の間にあるが，海域によって変化する．海域ごとの伎は，下北半

島沖2,000～2,500 m, 0. 6°～1. oo，三陸沖北部l,700～2,400 m, 0.8。～1.00，三陸沖南部2,200～3,500m, 

1. 0。～1.40，仙台湾沖3,500～4,400m,1.4。～1.60' 常磐沖北部1,900～3,800m,1.1°～1. 50, 常磐沖海部

2,600～3,500m, 1.4°～1. 50，鹿島灘沖2,400m前後， 1.30～1. 60，犬吠埼沖3,000m前後， 3.0。であり，下

北半島～三陸沖北部では比較的傾斜が緩やかで，常磐f中南部より南の海域で比較的傾斜が急となっている．

この海域の大控斜面の特徴のーっとしては，深海平坦面の発達が良いことが挙げられ，水深300～3,400mに

みられるが，海域により規模や深度分布に変化がみられる（Figures13, 24). 

下北半島沖では，水深500～l,400 m, 1, 500～2,200 mの2ITii，三陸沖北部の八戸沖では水深l,500～2,000 

m, 2,000～2,500 mの2面が発達し， 2,000m以浅のものは塊状をなし：規模も大きい．三陸沖南部の宮古沖では

水深600～1,000 m, l, 100～l, 500 m, 2, 000～2,400 mの3面，釜石沖では水深1,500～2,000m, 3,000～3,400 

mの2面，釜石以南の三陸沖南部では水深1,100～l,700 m, 2, 100～2, 500 m, 3, 000～3, 400 mの3面がみら

れ， l,100～1,700 m函は幅50km，長さ 130kmに達する．

仙台湾沖では水深700～1,100 m, 1, 100～l, 600 mの2函，常磐沖北部では水深300～600m, 900～1,000 m, 

2,000～2,400 mの3面がみられるが，常磐1中南部・鹿島灘沖・犬吠埼沖では，それぞれ水深2,100～2,600m, 

1,700～2, 300 m, 2, 400～3,000 mの1面がみられるのみである．

以上のように各海域において深海平垣函の分布がみられるが，規模や分布様式には幾つかの特徴を見出すこと

ができる．規模の点では，三陸沖以北のものは大きく，塩屋埼以南のものは小さいが，これは爺述の地形断面の

特徴からも想定される．

分布様式は，下北半島沖のものを除いては海溝斡に平行して分布しているが，右翼方向に隣接する平坦面は互い

に連続せず，上・中・下位函はちょうどジクゾーパズルのように，お互いが橋間的に分布する．上位，下位の平

坦面間の水深差は深海王子坦面の発達が良く沈降域である三陸沖で最も大きい．

後でもふれるが，以上のような深海平坦面の規模や分布様式の特徴から，いくつかの議論がなされている．海

溝輸に平行して分布することからは，海溝形成に伴う構造的田地を埋めた地形であることが想定されるが，事

実，音波探査でも，このことが確認されており，八戸沖では田地を埋める堆積物が緩く傾斜し，斜面にはい上が

っていることが報告されている（佐藤・茂木， 1975）.深海平坦函の水深の不均一位や，北側と南側の規模の大

小差については，岩淵（1968b）は海溝形成に伴い大陸斜面が異なる規模でブロック化したためで、あるとした．

また， 星野（1970）は分布様式と 10km以浅の極浅発地震発生域とを比較し， 弱者の筒には有意の関係がみら

れ，それらは地質条件に規定されているとした．

この海域の海底谷としては，従来，小川原海底谷が知られるのみであった．しかし 20万分の1の基本図成果
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からは，従来海底谷が存在しないといわれた三陸沖〈星野・岩淵， 1966）と鹿島灘沖にみることができる．小川

原海底谷は，谷頭を小川原瀬沖の水深180m付近に有し，日高舟状海盆を流下して，水深1,700mの海底に歪る

全長125kmの谷で，海底谷末端に頂部を有する深海扇状地の存在，海底谷周辺の堆積層の整合的はい上がりか

らみて，海底下の混潟流により形成されたものである（桜井ほか， 1974〕．

三陸海底谷群（仮称〉は，釜石沖の水深600～900mの大陸斜面に谷頭を有し， 1,500～2,000mの深海平担額に

注ぐ全長40kmの海底谷である．一方，鹿島海底谷群（仮称、〉は，谷頭を水深800mの大陸斜面に有し， 2,100～

2,600 mの深海平坦扇に注ぎ，この中の谷はさらに水深5,000mの海底まで達する全長 110kmの海底谷である．

(4) 海溝渇辺の海底地形

Ci) 海底地形の概観（Figure13) 

太平洋側の海底を東へたどれば，大陸棚・大陸斜面を経て海溝に至る．また，海溝は太平洋プレートの終着点

でもある．海溝は7,000m以上の水深を有する文字どおりの海底の溝である．北海道から千島列島にかけての沖

合いは千島ーカムチャ γカ海溝が，東北日本の沖合いには日本海溝が，それぞれ島弧にほぼ平行lこ延び，？禁裳岬

沖の41°N付近で， 2つの海溝はほぼ120。の角度で接している．

(ii) 千鳥ーカムチャッカ海溝〈日gure14) 

本海溝は北東一南西方向に延び総延長は2,200 kmに及ぶ．全体にわたる精密な測量が実施されていないの

で，その詳細な地形は不明であるが，海滋最浅部は日本海溝との接合部付近で約7,000mの深さを持ち，北部に

いくに従い階段状に深くなって 8,000mを超え，最深部は44°08.51N, 150。301Eの9,550Illであるといわれ

ている（岩波；L1968b〕．図幅内での海議事告はわずかながら蛇行し水深7,000m前後の平坦部と狭さく部が繰

り返して現れる．陸側海溝斜面は水深2,000～3,800mから始まり，多II路海底谷や塊状の高まりの混在する複雑

な地形をなすが， $11路海底谷tJ東には水深4,500～5,900mに海溝較に平行なかなり広い王子坦面がみられ，ここ

での陸側海溝斜面の平均傾斜は2.go～4.3° である．海底谷以西にも，海務執に平行する水深4,700～5,400mの

平坦面がみられ，ここでの陸側海溝斜面の平均傾斜は3.6°～3.goである。

一方，海側海溝斜面は，陸側海溝斜面に比べ緩やかな斜面をなして， 5,500mの等深線で示される海溝周縁隆

起帯としての北海道海膨につながっている．この海側の斜面には幾つかの海山がみられ，いずれも太平洋プレー

トとともに移動してきたギョーと考えられるが，このうち白木海溝との接合部付近に位霞ずる比高約2,800mの

襟裳海山は海溝底付近に達しており，その頂部水深は3,735 Illと深い．山頂の一部は平塩化され，その平坦面は

プレートの沈み込み方向と同じ北西倶~に傾斜している（Tsuchi and Kuroda, 1973). また，その頂部付近からは

火山岩および白亜紀の化石が採取されている．このほか，頂部水深2,565 Ill，比高約2,900mの拓洋第i海山，

頂部水深1,345 Ill，比高約3,800mの凌風第2海山などがみられる．

(iii) 日本海溝（Figures20, 21, 22) 

本海溝は，襟裳海山付近から東北日本の島弧に沿って，わずかに弓なりになって房総半島沖の伊豆一小笠原海

溝との接合部まで続く全長約890kmの海溝である．陸岸から海溝勅までの距離は，三陸沖で約200!rmである

が，南に向かつて幾分狭まり犬吠埼沖では約150kmとなる．海溝斡はわずかながら蛇行し 分校している所

もある．海溝底は一般にV字形をなし堆積物は少ない．水深は北部から南部に向かつて深くなり，北部では約

7,500 m，南部では8,000mを越え， 第1鹿島海山の北倶ij(36°011N, 142。38.51E〕で8,130mの最深部に達

する．この縦断面は階段状であるが，これは海溝斡に沿って北側jから運ばれてくる堆積物が海溝底内のシルとI乎

ばれる高まりでせき止められるためといわれる（佐藤・新妻， 1980).

海溝底から深海平坦面までの陸側海溝斜面は，岩lJi1jほか（1976）が ridgeand trough zoneと呼んだ急峻かっ
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複雑な地形の区域で，これらの地形は全体としては海溝に平行あるいは雁行する高まりと問みととらえることが

できるが，必ずしも一様なものではない. Figure 20の地形断面からも分かるように，全域を通じて，大なり小

なり，ベンチが認められるが，岩波~ (1968b）によると三陸沖南部では水深4,700～4,800m付近に隠 16km前

後の顕著なものがみられる．そして，これらのベンチは単なる乎らな函ではなく，ベンチの中ほどが凹地をなす

ものや，ベンチの外縁に高まりがみられるものなどがある．

なお， この海域の陸側海溝斜面は， 水深 l,700～4,400 mから始まるが， その平均傾斜は八戸東方で3.9°～

5. 0°，三陸沖で4.9°～6.0°，常磐沖で3.2。～4.4°，鹿島滋沖で3.9°～5.0°，犬吠埼沖で80前後となっている．

一方，海仮ij海溝斜面は，陸側海溝斜面に比べ緩傾斜（10～20）で地形も比較的単純であるが，ここで特徴的な

ものは海溝輯iに平行な多数の細長い溝である．海側斜面におけるこのような凹みの存在は古くから知られてお

り，三陸沖については，岩淵（1968b）が，水深7,100m付近と 6,300m付近において長さ 90km近くに達す

る海溝翰に平行な凹みが存在し，前者では幅は1.9km，深さは200～400mであることを報告している．

ここでは，その後，詳細な調査の実施された常磐沖（35°401N～38°001 N）について述べよう．出みの分布は

Figure 22 fこ示すとおりで，海溝最深部から 15km程度離れた水深7,000m付近及びその東方の 6,800 m, 6, 600 

m付近に分布する．これらの凹みは，幅約2km，深さ 50～250mで海溝軸にほぼ平行に延長70kmに達するも

のもあるが，多くはlOkm以下で連続性は恵、い．これらの議状地形は，音波探査によって堆積層を切る正断層で

あることが知られているが，海i禁事自にほぼ平行にこのような多数の正断層が：存在ずることは，海溝の大洋側のリ

ソスフェアの表面に，海溝軸に直角な水平向きの張力が働いていることを示している〈小林・佐藤， 1979）ー

また，大洋fMの斜面には，第1鹿島海山（頂部水深， 3,550m，比高約3,000m〕・呑取海山（］頁部水深4,110 

m，比高約2,400 m）・第2鹿島海山（頂部水深2,662 m，比高＊':13,100 m〕・第3鹿島海山（頂部水深4,138 m, 

比高約 1,000 m）・第4鹿島海山（頂部水深2,783 m,J:七高約2,800 m）・第5鹿島海山（頂部水深 l,425 m，比高

約4,200 m）・祭淡海山（頂部水深3,563 m, 3, 710 m，比高約 l,600 m）がみられる．これらはいずれもギョー

と推定されるが，頂部水深はその多くが3,000m前後と，太平洋の海山の一般的な深さより 1,500m余り深い．

これらの海山のうち，南部に位置する呑耳元海山と第1鹿島海山については詳細な調査が行われ，詳しい地形が明

らかにされている．特に後者は海滋納付近に位置し，その頂部から白亜紀～中新世の化石が得られており（東海大

学第一鹿島海山調査団， 1976），また，その地形・地質構造から，山体の左半分が海溝内に沈みつつある海山である

ことが知られた（Mogiand Nishizawa, 1980）.これは海洋のプレートの海溝での沈み込みを，世界で初めて実証

的に示すものとして注目を浴びた．しかし，詳細については不明な点も少なくなく，今後の調査が期待されている．

(5) 太平洋側の海底地形に関する諸問題

この海域には，大陸棚・大陸斜面・海滋の形成機構・古海水準・プレートの沈み込み機構等，数多くの問題が

ある．ここで、は，この中から2'3の問題をとり上げて議論する．

(i) 三陸i中南部の深い大陸棚

宮古北東方から三陸沖南部をi遭って仙台湾に至る海域には， 水深150～190mと200～400mに2つの傾斜変

換点がみられ，岩淵（1972）と佐藤（1979b）では見解が異なることを前にのベた．佐藤（1979b）は，本来の

意味での縁辺台地（marginalplateau）はこの海域には存在せず，岩淵（1972）の考えは不適当とした．

一般的に大陸棚は， i医i割線から始まり深所に向かつて著しい傾斜の増大が起こる水深までの海域と定義され，

著しい傾斜の増大が起こる場所を連ねた線が外縁で、ある．これはあくまで地形上のもので時代的な意味は含まれ

ない.Figure 23には陸岸から水深 1,000 mまでの地7診断閣を示したが，上記の定義から明らかに水深200～400

m 変換点を大陸棚外縁とした方が良い断面がある一方，いずれとも決め難い断面もあることが分かる．



144 K. Y ASHIMA, K. IMAI, K. NISHIZA WA  

しかし，三陸沖北部方向から，あるいは常磐沖北部方向から地形的な連続性を追跡すると，大陸棚外縁は水深

200～400m変換点に速なり， 深い大陸棚として佐藤（1979b）の考え方に従うのが妥当と思われる． ただし，

この場合でもウノレムの最大氷期に対応するのは，水深150～190mの海底段丘外縁であるのは論をまたない．

中嶋（1973）は，三陸沖南部では大陸棚構成｝替の下に不整合面があり，南側！の地域ではこの国が直接海底に露

出していることを指摘したが， この波食面が水深200～400mの傾斜変換点となって地形断面に表われている．
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三陸沖北部では，この不整合面は完全に大陸棚の下に埋没し，水深250～300mの所に存在する．そして，この

面は次第に浅くなり，下北半島のつけ根付近では，水深140～150m の大陸協外縁そのものに変わっている〈佐

藤・新妻， 1980）.また， ここで採られた岩石は中新世中期（桜井ほか， 1975）を示しており，三陸沖南部の深

い大陵捌外縁，北部の埋没不整合面の形成時期は，少なくとも中新世中期以後でウルムの最大氷期以前に限定す

ることヵ：で、きる．

同様の不整合面の存在は沈降域とされている山絵沖・日向灘・遠州灘などでも知られているが，これらの函の

最終的な分布域はどうなっているのか，これらの菌はお互いに対比されるのか，形成時期はいっかなど，これら

は重要な地形商と思われるので，今後の検討が必要であろう．

また，大陸棚形成直前の侵食面が隆起地形としての海岸段丘として現れているが，この深い侵食百五は海岸設丘

と時代的にどのような関係にあり，海岸段丘とは逆の沈降地形として現れているかを明らかにするのは，陸上を

含む沿岸域の地形発達を考えるうえで重要な課題となろう．

(ii) 古海水準について

海底では，海底に残された平垣面・堆積物・海底谷（陸棚谷を含む〉との関係から，かつての海水準を議論す

る試みがなされてきた．一つは大陸棚を，一つは深海平坦面を対象として行われている．

深海平坦面に関しては，奈須（1961)は，飯島・加賀美（1961)の成果と回山（1950）が四国沖で発見した海

段を結びつけ，日本周縁の水深約2,000mには昔の海水準を示す日本太平洋海槻がかつて存在し，地殻変動によ

り現在の形になったと考えた． また Hoshino(1967）は， 中新世末期には全世界的に水深約2,000mの所に海

水準があったが，その後の海水準上昇により深海平坦面と海底谷が形成されたとした．

しかし各地での音波探査の成果（佐藤， 1970bほか多数〉，水深の不均一位（300～3,800m），黄色形函として

の不連続性などから，大部分の深海平坦面が昔の海水準を示すものでないことは，確実になってきた．

大陸棚に関しては，外縁と海底段丘について議論がなされてきた．杉村（1950）は，沖積平野下の埋穣谷基底

が大陸棚外縁深度につながる可能性を指摘し，その後，貝塚 (1955）・井関 (1956〕・星野（1957）等により支

持され，大陸棚外縁水深は約140mにあって， これは18,000年前のウルムの最大氷j切に形成されたとする考え

方が有力である． このウルムの最大氷期の前後に水深約50m付近に海水準の停滞があったことは前に述べた．

これに対し，大潟（1978）は16,000土1,000年前の海面低下は80m程度であり，最大海面低下はりス氷期

(1×10＇年前〉の 120土10mであるという考えを述べている．海底地形としては，海水準より 20m前後深い所

に変化が現れると思われるので，この考えに従うと，水深100mの海底段丘外縁，水深140mの大陸棚外縁が

普遜的に分布し，それらはそれぞれ，ウノレム氷期， リス氷期に対応することになる．

地殻変動の影響を別にして，東北日本太平洋倶~の大陸棚外縁水深をみると， 140m より浅いのは鹿島灘の那珂

湊沖と下北半島沿いの部分のみであり， ほとんどの海域は水深150m より深い． しかし，吉Jll(1969）による

と，日本における第四紀の蜂起・沈降の速さはl～2mm／年で、あり土20m程度のズレは通常の変動範聞に入る

ことになろう．こういった観点からすると，下北半島沿いの一部・八戸沖・釜石～大船渡沖・仙台湾沖の一部・

常磐沖の大部分・鹿島灘の全域が140±20mの範囲に入ることになり， 140mの大陸機外縁は普通的であるとい

える．

一方，海底段丘外縁についてみると，大部分が前述の範囲に入る仙台湾～鹿島灘では水深100m は海底段丘外

縁の部分ではなく，海底段丘の上限の部分に当たっている． この範図から外れる三陸i中南部では水深100～180

m tこ海底段丘がみられ，ここでも水深100m は海底段丘の上限部分に当たっている．ただし この範囲に入っ

ている八戸沖には水深50～120mの海底段丘がみられ， ここでは水深100mはほぼ海底段丘の外縁部分に当た
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っている．

以上のように東北日本太平洋仮tiの例に関しては，水深140mの部分は，大部分の海域において大陸棚の外縁部

分にさ当たるということができるが，水深100mの部分は海底段丘の外縁部分ではなくて，上i浪部分に当たってい

るとし、うことができるだろう．

しかし，問題はそれらの水深の普通性もさることながら，それらの蔚が形成された時ー代て‘あろう．この海域で

直接手がかりとなるのは，仙台湾の oldersandの年代，常磐1中南部の古久慈川の例ぐらいであるが，前者では水

深 120～160m海底段丘上の水深132m地点、の oldersandの年代が 10,230土220年（Hattori,1967）を示し，後

者では沖積層基底の陸棚埋積谷が水深 105mの部分まで追跡できることが報告されている（加賀美・奈須，

1964). 

また，日本海側の事例を調査した佐藤・茂木（1981）によると，沖積層の基底をなす陸棚埋積谷は水深SOm

で必ずしも終るものではなく，対馬東岸の例では水深105～110mに達している． そして， 水深80mで、の海水

準の停滞は確かに顕著で，地形面からもその影響を読み取ることができるが，これはウノレムの最大氷期以降の海

水準上昇途中の停滞によって形成されたものである．

以上のように大嶋（1978）の考え方には無理があるように思われるが，白木列島周辺は地殻変動の激しい地域

に当たっており，今後，数多くの事例でj'q1積層の基底をなす陸棚埋積谷の末端水深を比絞検討していく必要があ

ろう．

古海水準に関しては，前述の三陸沖南部で・みられた深い大陸棚の埋没不整合函の問題もある．これらの不整合

国はある時期の海水準を示しているのは間違いないが，この地域の沈降性から考えて，絶対的海水準を示すもの

ではなく，不整合福が形成されて以降，現在の深さに沈んでいったのであろう．

(iii) 大陸棚外縁水深の波状分布

大段棚の外縁は約 18,000年前のウノレムの最大氷郊に形成され， その水深は 140mであるという考え方が有力

であることは前にも述べた．厳密には，外縁部はその後に受けた侵食・土佐積作用などのため，必ずしも同一の！日

汀線を示すものではないが，現在の水深は，おおよそ，その後の地殻変動の結果とみることもできるであろう．

このような観点から，東北日本太平洋仮tiの外縁水深を記入したのが Figure24である．ここではウノレムの最大

氷j拐を対象とするので，三陸沖では海底段丘外縁に着目する必要があるが，犬吠埼から尻屋埼にかけて，外縁水

深の深度分布をみると，鹿島東南東方（35°501N），塩屋埼南東方（久之浜付近），阿武模川川口沖，気仙沼沖，

宮古北東方（39°551 N），三沢沖等で局殴の水深より深い所がみられ，各地点間の緯度認隔は 45ん~so＇である．

各地点照の距離は鹿島東南東方～塩屋埼南東方； 150km，塩屋埼南東方～阿武隈JllJllロ沖； 95km，阿武隈JllIll 

口沖～気仙沼沖； lOOkm，気仙沼沖～宮古北東方； 115km，宮古北東方～三沢沖； 90kmで90～150kmの間を

変化するが，一番南側jの例を除いて lOOkm前後にあり，その間の水深変化様式は波状をなす．

このように， この地域の外縁水深は lOOkm前後のかなり規則的な間隔で波状の変化を行っていることが分か

る．

Figure 24の下欄には深海平坦函・大陸斜面外縁・主要なベンチ・海溝底の深度分布も併せて図示してみた．

これらの地形要素は大陸棚外縁の水深と異なり，時代的な意味合いは持っていないが，興味深いことに，これら

の要素も同様の間隔で波状の分布をしているように思われる．

このような波状分布をもたらす原田については不明であるが，次のようなことが考えられないだろうか．つま

り，小林・佐藤（1979）によると， 海洋のプレートが地球表面上で， 1,000km以上の長さにわたり， 面積を変

えないで海溝に沈み込むとすると，沈み込みの角度と海溝執の曲率半径には一定の関係があるはずであるが，実
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際の例ではこのようにはなっていないという．そこで考えられるのは，プレートは面積を変えずにそのまま沈み

込むのではなく，割れて短冊型になって沈み込んでいるのではないかということである．実際，チリ海溝の例で

はプレートは200～700kmの小帯に割れて沈み込んで、いることが知られている．

日本列島では沈み込み帯の短間構造はまだ確認されていないが，もし仮にプレートが割れて沈み込んでいると

すれば，プレート上回の地塊は何らかの影響を受けることになるだろう．本度（1976）は東北日本太平洋側の大

渡斜面の摺曲構造の分布境界域と， Nagumo(1970）が1968年の十勝沖地震持の余震域の分布から求めた三陸

沖の地塊境界域とはよく一致するとした．さらに，この延長は大陸棚外縁の異常水深域ともほぼ一致し，この境

界域は大陸斜面の地殻構造単位を示すとした．しかし，この報告での大陸棚外縁水深や摺幽構造分布などは疎な

調査結果から導かれ，また三陸沖以南の海域では掲出構造の分布のみから境界が求められており，正確さの点、で

若干の問題がないわけでもなかった．

今回， Figure24に示した大陸棚の外縁水深は， 20万分の lの海の基本図成果から，おおよそ5’間隔で求めた

ものである．この図と本産（1976）の大陸斜面の地殻構造単位の図とを比較してみると，三陸沖では，本座

(1976）は大陸棚部分の境界を大陸斜面の境界から海岸線に向かつて北よりに推定しているが，大接斜面での境

界をそのまま海岸線に延長すると，まさに前に述べた6か所の周閤より外縁水深の深い場所と一致することにな

る．

三陸沖以南では摺曲構造の分布のみから境界が推定されているが，この推定線の海岸線方向の延長は，まさに

前述の周囲より外縁水深の深い場所と一致している．また常磐北部の海岸には海岸段丘が広く分布するが，中川

(1961) による下末吉穏当面の高度の変化と今回求めた大陸棚外縁の水深変化様式は，おおむね一致し，本~

(1976）の推定境界線を海岸線まで延長した部分で，海岸段丘高度も急に｛尽くなっており，大陸斜留の境界が陸

上にも及んでし、る可能性を示している．

今後，三陸沖以南の海域で余震域の分布との関係等，検証すべき1点は多いと足、われるが，東北日本太平洋仮｜！の

地殻が沿岸部まで、も含めてプロック化している可能性は十分考え匂れる．

以上の点から，東北日本太平洋側のプレートは，短冊構造で沈みJ込み，これに伴いプレート上の地殻はプロッ

ク化し，その地表面への現れとして大陸棚の外縁水深の波状分布などがもたらされたと推論できる．

(iv) 深海乎坦函の成因

各地で‘行われた音波探査の成果から，大部分の深海平垣函は，機造的凹地を埋めた堆積盆地であることが分か

つてきた．堆積盆地の形成には，相対的な盆地の沈降が必要である；が，これには外縁部の上昇と盆地部のl沈降と

いう 2つの考え方がある．

外縁部の上昇とし、う立場に立ち，海溝を有する活動的大陵縁辺部の深海平坦面の成函を説明する有力な理論と

して付加プリズム理論がある．これによると，プレートの沈み込ギに伴い，大洋底堆積物が隆倶I］の先端部！でかき

上げられ，圧縮力により模形に変形しながら盛り上がって付加プリ［ズムが形成される．そしてこの付加フ。：リズム

の背後に形成されたターピダイト盆地が深海平坦頭ということになiる．

これに対して，プレートの沈み込みにより島弧の外縁部が海草寺中にまきこまれて消費されるという考え方があ

る．これは村内・浅沼（1970）が，常磐沖の大陸斜面・深海平坦面にみられる基盤の方向が海溝と斜交し海溝

を境に消失している点に着目して考え出した理論て、ある．

最近，グロマーチャレンジャー号により三陸沖で深海掘削が行われたが，八戸東方の深海平坦面外縁部では，

この付近に古第三紀の終り頃まで存在した親潮古陸が，新第三紀，第四紀を通じて沈降したこと及び深海平坦函

外縁部の相対的高まりの部分さえも，絶対的には沈降していることが明らかにされた（奈須ほか， 1979).
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また宮古沖の深海掘削では，いわゆる付加プリズム体は小規模であり，陸源物質が主体をなすことが切らかに

されて（隠回・酒井， 1979），日本海溝の沈み込み帯に付加プリズムモデルを単純に適用することは罰難である

ことが判明し沈降説に有利なデータが得られている．

深海掘削以前にも，金華山沖の深海乎湿函外縁部の水深2,350mからは，中新世末期から鮮新世初期の珪藻泥

岩が得られ，その表面に，海岸付近の波浪や風による侵食模様が刻まれていたことと，この基盤岩と一緒に採れ

た磁の組成から， この海域は鮮新散末期以降に2,000m以上の沈降が起こったと考えられた（飯島・加賀美，

1961). 

これに対し，佐藤（1973〕は，ここで得られた風蝕礁と村内・浅沼（1970）の考え方，音波探査の成果等か

ら，かつて三陸1中には東方陸地が存在し，中新世末期以降の援助によって沈下し，海溝中に沈み込んでいったと

考え，風蝕I擦はこの陵地からもたらされたとした．このほか，襟裳自甲南方の深海平垣頭下で発見された不整合商

の存在（石和EB,1974）も沈降説に有利なデータである．

以上のように三陸沖の大陸縁辺部は，新第三紀のある時期以降，沈降しているのは確実であるが，親詩書古俸と

東方陸地の関係，その広がりなどは分かっていない．

上記の問題とは観点を異にするが，茂木（1980）は，東北自本太平洋側の深海平坦留を分析し，これらは海盆

構造の集合体であり，西南日本太平洋側で仰と湾入部の周期的繰り返しという特徴ある海岸線を現出した沖合い

Table 6 Bank Shoal, Plateau, Spur 

No. geographical name location depth(m) bank top(m) 

1 Urasima Guri 35・58’N 135'21'E 110 107 (i高島研、）

2 Gentatu Se 36。14’N 135'45’E 20 10.9 
（ゲンタツ瀬）

3 
乱fatuDasi 36'20’N 135'56’E 60～70 59 （松山シ）

4 0 Guri 36'24’N 136'00’E 80 73 （大グリ）

5 Mai-no・Se 37。13’N 136'20’E 130 135 （前ノ滅）

6 Oki-no・Se 37'16’N 136'18’E 130 125 (i中ノ持者）

7 Nag平a磁hira Guri ｛長） 37'20’N 136'20’E 130 128 

8 
Naka-no-S巴 37'34’N 136。28’E 140 137 （中ノ4額）

9 
Kita-Yamato Tai ~~~t 。f350km 400～500 397 
（北大和堆） Noto Hantδ 

10 Yamato Tai About 250km 300～500 236 （大和1住） NNW. of Noto Hanto 

11 
TakuyδTai About 300km 

500～800 428 （拓i芋j住） NNW. of Not9 Hanto 

12 Hakusan S巴 About lOOkm 250-300 239, 252 （白山i領） N. of Suzu Misaki 

13 Yome Guri 37。40’N 137・12’E 10 3.5 
（嫁礁）

14 Sado Tai 37'35'N 138'23’E 120 105 （佐渡堆）

15 Kosizi Syδ 38'43’N 138'15＇’E 300 270 （越路礁）
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16 
Hyotan Guri 38°37’N 138。20’E 120～130 87 
（瓢箪礁）

17 
Muko Se 38°48’N 138。40’E 120～150 104 
（向滋）

18 Gassan Guri 38。39’N 138°43’E 150 143 
（月山礁）

19 
Awasima Guti 38・34’N 139。10’E 130-140 115 
（薬品礁）

20 0 Se 38°39’N 139°23’E 40～60 27 
（大瀬）

21 Torimi Guri 33•53’N 139°05’E 130～140 136 
（烏j毎礁）

22 Kama Guri 39°0l'N 138。40’E 150 149 
（鎌副主）

23 Yahiko Tai 39。06’N 138。33’E 200～300 157 
（弥彦I佳）

24 Mogami Tai 39・12’N 138°53’E 200～250 136 Ui売上堆）

25 Akasi Guri 39・00’N 139°41』E 40 22 
（明石礁）

26 Sin Guri 39・42’N 139・34’E 140-150 135 
（新礁）

27 Oga-Muko Se 39・51’N 139。34’E 100～120 96 
（男鹿肉瀬）

28 Nisi-Tugaru Tai 41'09’N 140・03’E 70 68 
（悶i宇穀1佳）

29 Kozima Tai 41'21’N 139。38’E 300 182 
（小島jlf)

30 Matumae Plateau W. of 0 sima 1,000～1,500 934 
（松前海台）

31 Okusiri Spur S. of Okusiri Tδ 20～1,200 一（奥尻海榔）

32 Motta Spur N. of Motta Misaki 110～2,200 
（茂浮多j毎抑）

33 Iwanai Tai 43°07’N 140・02’B 300 263 
（岩内堆）

34 Kamoenai Tai 43・11’N 140。04’.5E 300 252 
（事jl志内jft)

35 Kamui Spur NW. of Kamui Misaki 160～400 
（神威j毎脚）

36 Yoiti Spur N. of Yoiti 110～400 
（余市海抑）

37 Syakotan Tai 43。59’N 140°02’E 200 111 
｛積丹1佳）

38 Otaru Tai 44。09’N 140・54’E 170 124 
（小樽1佳）

39 Tengu-no・Ago 44~17’ N 140°42’B 150 119 
（天狗のあご）

40 Samyuroku KyodδTai 
(36共同堆）

44°25’N 140。19'E 170 170 

41 Minami-Musasi Tai 44°27’N 140・35’E 130～140 126 
（南武蔵堆）

42 Teuri Tai 44。30’N 140°45’E 140～150 118 
（天売堆）

43 Kita-Musasi Tai 44•47’N 140・19’E 40～50 10 
（北武蔵堆）

44 Tengu-no・Hana 44・50’N 140・40’E 200 ・137
（天狗の鼻）' 

45 Oki-Musasi Tai 
44・58’N 140°00’E 150 149 （沖武蔵堆）

46 Senposi Tai 
45・01’N 150。53’E 190～.120 42 （仙法志1佳）
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47 Rebun Tai 45°26’N 140。29’E 210 206 
（礼文堆）

48 s- Tai 
（宗oy谷a堆） 45°30’N 142。15’E 30 16 

49 Monbetu Tai 45°19’N 143。47’E 180～190 178 
（紋別1佳）

50 Monbetu Spur 44'38’N 143。27’Ei 90～130 
（紋)Jljif1J抑）

Yubetu Tai 134 51 44。53’N 144。15’E 140 （湧jjljjjff)

Kitami-Yamato Tai N. of 130～150 123 52 
（北見大和1住） Notoro Misaki 

53 Notoro Spur 44'11’N 144。20’E 100～300 
（能取海開I)

54 Siretoko Tai 44。24’N 145。24’E 100-200 16, （匁l片付伎）

55 Hiroo Spur 42。08’N 144'00’E 900～1,400 
（広尾海脚）

56 Minami-Hiroo Spur 41。56’N 143'55’E 600～1,200 
（南広尾海脚）

57 Erimo Tai 
（襟裳地）

41。37’N 143・38’E 170 162 

58 
Siriya Spur 

41'35’N 141。32’E 40～200 
（尻屋j綜t司I)

59 Tyosi Spur 35’30’N 141。35’E' 1,500-2,500 （銚子ii1fij問I)

Table 7 Submarine ca~yon 

length d~~h of depth of 
mean gradient 

No. geographical name : of valley !ey head va~~巴y) end 
(km) (m) 

1 
Minami-Yamato Canyon本

27 1,100 2,800 3.6' 
（南大和海底谷）

2・ Yamato Canyon傘 60 1,4oq 3,200 1.7「
（大手口海底谷）

。
3 
Nisi-Noto Canyon• 

'55 30Q 2,800 2.6' 
（間能登海底谷）

Toyama D巴epSea Channel 
4 670 1,200 3,300～3,400 0.2・
（富山深海長谷）

5 
Sada Canyon* 40 600 1,500 1.3。
（佐渡海底谷）

6 
Moga~i Deep Sea Channel 185 300 3,000 0.8。
（最上深海長谷）

7 
Esasi Canyon 18 200 1,000 2.5° 
（江差海底谷）

8 
Kumaisf Canyon 16 120, 1,100 3.5' 
（熊石海底谷）

9 
Kaminokuni Canyon• 
（上ノ国海底谷）

8 100. 1,100 7.1・

10 
Motta Canyon• 

5 40Q! 1,200 9.1' 
（茂津多海底谷）

11 
Suttu Canyon 

50 200: 2,600 2.7' 
（寿喜日海底谷）

12 
Syakotan Canyon• 

16 300: 700 1.4' 
（積丹海底谷）

13 
Yoiti Canyon傘

9 200! 470 1.7。
（余市海底谷）



1: 1,000,000 BATHYMETRIC CHARTS AND SUBMARINE TOPOGRAPHY 157 

14 
Isikari Canyon本

28 200 770 1.2' 
（石狩海底谷）

15 
Risiri Canyonホ

28 200 400 0.4。｝
（手iJ尻海底谷）

16 Kitami Canyon 54 250‘ 1,000 0.8。
（北見海底谷）

Notaro Canyon 50 250 1,100 1.0。17 
（総攻海底谷）

Abasiri Canyon 
18 75 120 1,900 1.4＇。
（網走海底谷）

19 
Syari Canyon 20 90 1,000 2.6。
（手lll¥i毎成谷）

20 
Kusiro Canyon 190 70-80 6,500 1.9' 
（自llHaii1Hi.~ 谷）

21 
Hirao Canyon 110 800 4,000 1.7': 
（広尾海成谷）

22 Erimo Canyon 85 150 2;900 1.9・
(t禁袋；1，よ底谷）

23 
Ogawara Canyon 125 180 1,700 0.7。i
（小Jll原海底谷）

24 
Sanriku Canyon Group傘 40 600～900 1,500 13。！
（三i塗海底谷ln＇’）

25 
Kasima Canyon Groupキ 110 800 5,000 2.2' i 
（鹿島海底谷幹）

* provisional designation 
Table 8 Basin, Trough 

basin 
No. geographical nam巴 location depth(m) bottom size(km) 

(m) 込

1 
Oki Trough ENE. of Oki Syotδ 1,000～1,700 1,740 40×lBO 
（隠岐Ji]・：仏海盆）

2 
Yamato Basin S: of Yamato Tai 2,000～2,900 2,985 180×470 
（大和jl1J盆）

3 
Toyama Trough Between Toyama vVan and 

1,000～2,000 2,000 20～45×230 
（宮山舟状i毎盆） th;e E. of Hakusan S巴

4 
Sado Basin In Sado Kaikyo 400～500 537 15×30 
（｛主i度ilii盆）

5 
Mogami Trough : Between Sac;lo Sima 

600～3,000 3,000 10～40×280 
Uii上fiJ・状海盆） and Ky江rokuSima 

6 
1、obisimaBasin 

N;E. of Tobi Sima 400 447 10×30 
（ ~H:;ilii盆）

7 
Nisi-Tugar・uBasin 

W. of Tugaru Hantδ 1,800～1,900 1,900 15×50 
（西；:It軽海盆）

8 
Japan Ba~in N. of Yamato Rise 3,000～3,600 3,704 400×!loo 
（日本海盆）

9 
Tugaru Basin In Tugaru Kail王yδ 200～220 294 10×50 
(ii埼玉海盆）

Okusiri Basin 
10 W. of Osima Hantδ 1,300 1,390 20×55 
（奥/JWf.盆）

11 
Siribesi Trough 

NW, of Motta Misaki 3,200～3,300 3,398 20×90 
（後志Ji]・状MEL)

12 
. Kamui Trough 

NW. of Kamui Misaki 1,300～1,400 1,440 10×50 
（争Jin記舟状I九L盆）

13 
Isikari Basin 

N; of Syakotan Misaki 700～800 805 30×55 
（石狩i毎盆）

14 
Musasi Basin 110 km NW. of 

1,200～1,600 1,670 40×80 
（武蔵海盆） Syakotan Misaki 
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15 
Teuri Trough 

SW. of Teuri To 300 
（天完五j状海主主）

330 15×80 

16 
Risiri Trough 

W. of Risiri Tδ 300～900 1,000? 
（利尻舟状海盆）

50×？ 

17 
Rebun Trough 

NE. of Rebun T（δ 100～150 
（礼文舟状i毎盆）

151 20×？ 

18 
Kuril Basin So~tt'o~skart 
（千島i毎主主） of Sea 

3,200～3,300 3,374 250×660 

19 
Hidaka Trough 

E. of Tugaru Kaikyo 500～1,500 
（日高舟状海盆）

1,500 120×150 

Table 9 Sea mount, Knoll, Ridge 

No. geographical name location depth(m) relative height(m) 

1 
Yamato Ri~e N. of Noto Hantδ 236～3,000 
C大和i毎倣）

2 
Yamato SMt 38'53’N, 135・59’E 785 1,800 
（犬和海山）

3 
Oki Ridge 

ENE. of Oki Syotδ 259～2,700 一（隠岐j毎徹）

4 
Wakasa Sea Knoll Chain S. of Oki Trough 619～1,200 一（混：狭j毎I王列）

5 
Meiyo SMt 39。06'N 136'58'E 1,485 800 
（明洋海山）

6 
Mei yo・DainiSMt 39・36’N 137。43’E 1,345 1,200 
（明洋第2海山）

7 
Mei yo・DaisanSMt 

40'09’N 13ア57'E 1,215 1,200 
（明洋第3海山）

8 
Matu SMt 39'33’N 138。08’E 915 1,100 
（マツ海山）

9 
Sado Ridge 

N. of Sado Sima 8~～3,200 
（｛主渡海嶺）

10 
Okusiri Ridge Between Osyoro SMt and 

'96～3,600 一（奥尻海嶺） N. of Tobi Sima 

11 
Minami-Siribesi Knoll 43'12’N 139。38’E 2,060 400 
（南後宏、海丘）

Hutago Knoll 43'29’N 139。56’E 378 700 
12 
（二子泌氏） 43。27’N 139'49'E 412 800 

13 
Siribesi SMt 43。34’N 139。33’E 131 1,500 
（後志海山）

14 
Kita-Sirib巴siKnoll 

43'50’N 139'39’E 872 500 
（北後志海丘）

15 
Kaiyo SMt 

43'57’N 139'15’E 962 700 Ci毎i芋i毎山〉

16 
Kamui Ridge 

NNW. of Syakotan Misaki 376～700 
（事jl滅i毎儲）

17 
Kamui Knoll 43司44’N 140'05'E 482 300 
（神j点i毎丘）

18 
Minami-Syakotanぬ1011 43'53’N 140。02』E 492 500 
O~H責丹i毎丘）

19 
Higasi-Syakotan Knoll 43'57'N 140。06’E 337 500 
｛来積丹海丘）

20 
Nisi-Syakotan Knoll 44。01’N 139。52’E 904 300 
（西積丹j毎丘）
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21 
Kita-Syakotan Knoll 44'07’N 139'51’E 730 500 
（北積丹i毎丘）

22 Osyoro SMt 44'25’N 139'32'E 214 800 
（；忍路海山）

23 Esan Knoll 41'49'N 141'32’E 246 150 （）~：山j毎丘）

24 Takuyδ－Daiiti SMt 41'16’N 145'57’E 2,565 2,900 (Hii1＇第 11毎山）

25 Erimo SMt 40'54’N 144'57’E 3,735 2,800 
（襟裳海山）

26 Ryohu-Daini SMt 40’38’N 146。51’E 1,345 3,800 
(i~風第 2 海山）
Iwaki SMt 37'09’N 144'39’E 3,710 1,600 27 
（磐城i毎山） 36'59’N 144'50’E 3,563 

28 Daiyon-Kasima SMt 36'16’N 143。59’E 2,783 2,800 
（第4鹿島海山）

29 Daisan・KasimaSMt 36'09’N 143'15’E 4,138 1,000 
（第3鹿島海山）

30 Katori SMt 36'05’N 143'02’E 4,110 2,400 
（香取海山）

31 Daini-Kasima SMt 36'05’N 143'28’B 2,662 3,100 
（第2鹿島海山）

32 Daiiti-Kasima SMt 35'49’N 142。40’E 3,550 3,000 
（第1鹿島海山）

33 Daigo・KasimaSMt 35'46’N 144・19’E 1,425 4,200 
（第5鹿島海山）

の海盆構造と，本質的には変わりのあるものではなく，東北日本の場合，海溶から海岸までの距離が西F毎日本の

場合より長いため，海岸線の形状には表れなかったに過ぎないとした．西南日本の特徴ある海岸線について古川

ほか (1964）は地震性地殻変動により，土（1975）は波曲運動により説拐している．そして古川（1974〕は，東

北日本の深海平坦函の部分も地震性地殻変動区である可能性を示唆しているが，来たして西南日本と！可様の変動

や運動が東北日本にも存在し，本質的に変わりがないのかどうかは今後の検証にかかっているだろう．

以上のように，深海平担面の成悶をはじめ未解決の問題は多いが，島弧一海溝系の地形は，海溝の形成，プレ

ートの沈み込み機構と密接に関係していることは間違いない．海溝周辺の性質の多様性を，上回・金森（1978)

はアセノスフェアに対する大渡プレートの動きにより，小林 (1974）は沈み込み境界の進化モデルで、説明してい

る．これらの理論は魅力に富む仮説であるが，十分に説明できない点も含んでおり，今後の研究が期待されてい

る．

終わりに当たり，本稿作成に係し，終始有益なご教示・助言を下さった佐藤任弘海図課長に深く感謝の意

を表する．
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